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第１ 計画策定の趣旨 

 

１．計画策定の背景                      

ひとり親家庭の世帯数は、昭和４０年代から平成１０年代にかけて全国的に

増加傾向が続いたことから、その自立の促進と児童の健全な成長の確保が課題

となっていました。 

このため、平成１４年１１月に「母子及び寡婦福祉法」の一部が改正され、こ

れまでの児童扶養手当の給付を中心としていた施策を根本的に見直し、「きめ細

かな福祉サービスの展開」と「自立の支援」に主眼を置いて、①子育てや生活支

援策、②就業支援策、③養育費の確保策、④経済的支援策を総合的に展開するこ

ととなりました。 

この法改正に対応して、国では施策の基本方針を策定し、都道府県や市におい

ても、地域の実情に応じた自立促進計画を策定してきました。 

また、令和５年度には「「こもも大綱」が策定され、こももや子育て当事者等の

視点を尊重し、ひとり親への支援等に取り組むこととされました。 

本県のひとり親家庭の世帯数は平成２４年をピークに減少に転じましたが、

近年は、抱えている困難は複雑に重なり合っており、また生活実態や就業環境等

は依然として厳しい状況にあります。 

こうした状況を背景に県では、ひとり親家庭等の生活の安定と向上を図るた

め、令和７年度以降を計画期間とする「第４期秋田県ひとり親家庭等自立促進計

画」を策定します。 

 

２．計画の目的                        

ひとり親家庭の親は、子育てと生計の担い手という二重の役割を一人で担う

こととなった直後から生活は大きく変化し、住居、収入、こももの養育等の面で

様々な困難に直面することとなります。そのため、支援策を総合的かつきめ細か

く展開していくことが重要です。 

この計画においては、ひとり親家庭等が家族形態の一類型として社会から尊

重され、自立して安定した生活ができるよう支援することを目的とします。 

 

３．計画の位置付け                      

「母子及び父子並びに寡婦福祉法」第１２条の規定に基づく秋田県における
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「自立促進計画」です。 

「秋田県こもも計画」の個別計画としての性格を有します。 

 

４．計画の期間                        

この計画の期間は、令和７年度から令和１１年度までの５年間とします。 

なお、計画の期間内においても、法や国の基本方針の見直し等により、新たに

盛り込むべき事項等が生じた場合には、必要に応じて計画を見直すこととしま

す。 

 

５．計画の対象                        

この計画の対象は、母子家庭、父子家庭及び寡婦とします。 

なお、本計画における用語の定義は次のとおりです。 

 

母子家庭「配偶者者のいない女子と、その女子に扶養されている２０歳未満の児 

童からなる世帯 

 

父子家庭「配偶者者のいない男子と、その男子に扶養されている２０歳未満の児 

童からなる世帯 

 

寡  婦「配偶者者のいない女子であって、かつて母子家庭として２０歳未満の 

児童を扶養していたことのある人 

 

ひとり親家庭配母子家庭及び父子家庭 

 

ひとり親家庭等配母子家庭、父子家庭及び寡婦 
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第２ ひとり親家庭等の実態 

 

１．ひとり親家庭数等                      

（１）離婚件数の推移 

離婚率（人口千対）は、全国より低く推移しながら現在に至っています。 

秋田県の離婚件数は、令和４年１，０６８件で、１０年前の平成２４年と比

較して４２７件減少しています。 

離婚件数の年次推移をみると、平成元年から平成１４年まで増加傾向に 

ありましたが、その後、減少傾向となり現在に至っています。 

離婚率（人口千対）は、令和４年１．１５で、平成１４年の１．８９ 

をピークに漸減傾向にあります。 

秋田県の離婚件数及び離婚率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆資料：「秋田県衛生統計年鑑」 
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（２）ひとり親家庭数の推移 

【母子世帯は漸減傾向です】 

 母子世帯数は、平成２４年をピークに漸減傾向にあります。 

 

【父子世帯も漸減傾向です】 

 父子世帯数は、平成２４年をピークに漸減傾向にあります。 

 

母子父子世帯数 

 

◆資料：「秋田県母子父子世帯実態調査」      
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２．ひとり親家庭等の実態                      

 県が、ひとり親家庭等の生活の実態とニーズを把握するため、令和６年８月

１日現在で実施した「秋田県ひとり親家庭実態調査」（アンケート調査）によ

ると、現状は次のようになっています。（調査結果の詳細については、資料編

に掲載します。） 

 

（１）世帯の状況 

 ア 母及び父の年齢 

  【年齢は４０代が多くなっています】 

   年齢は、母子、父子世帯ともに「４０代」が最も多く、それぞれ 

  ４５．３％、５９．４％となっています。 

 寡婦では７０代が多く、３４．６％となっています。 

  イ こどもの状況 

   【母子、父子世帯ともにこどもが 1人の世帯が多くなっています】 

    養育しているこどもの数は、母子、父子世帯ともに「１人」が最も多 

く、それぞれ６０．８％、５７．２％となっています。 

 また、こどもの状況は、母子世帯では「小学生」が最も多く３１．６ 

％、父子世帯では「高校生」が最も多く３８．５％となっています。 

  ウ 家族の状況 

   【同居家族の人数は、母子世帯は母子のみ、寡婦世帯は一人暮らしが多 

くなっています】 

    本人とこども（２０歳未満）だけの世帯は、母子世帯が４８．０％、 

父子世帯が３７．７％となっています。また、寡婦世帯は４８．８％が 

一人暮らしとなっています。 

  エ 同居家族の内訳 

   【母子、父子世帯ともに父母と同居が多くなっています】 

    こども以外の同居家族では、母子、父子世帯ともに「父母」が最も多 

く、それぞれ６３．１％、７３．９％となっています。また、寡婦世帯 

は「こども」が最も多く、３６．４％となっています。 

  オ ひとり親になった年齢 

   【３０代が多くなっています】 

    ひとり親になった年齢は、母、父ともに「３０代」が最も多く、それ 

ぞれ４５．５％、４４．９％となっています。 

  カ ひとり親になった時の末子の年齢 
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   【末子が５歳以下の時が多くなっています】 

    末子の年齢が５歳以下の時にひとり親になった世帯が最も多く、母子 

   世帯は６４．７％、父子世帯は５３．６％となっています。 

  キ ひとり親等となった理由 

   【母子、父子世帯ともに離婚が多くなっています】 

    ひとり親となった理由は、離婚が最も多く、母子世帯は８６．５％、 

父子世帯は９２．８％となっており、次いで母子世帯は未婚の母が 

８．３％、父子世帯は病死が２．２％となっています。 

  ク 寡婦の扶養関係 

   【「扶養関係なし」が多くなっています】 

    寡婦の扶養関係については、「扶養関係なし」が７０．４％となって 

います。 

 

 （２）住まいの状況 

  ア 現在の住居 

   【持家の世帯が多くなっています】 

    持家率（親の持家も含む）は、母子世帯が６０．７％、父子世帯が 

８９．１％、寡婦世帯が７７．２％となっています。 

 また、母子世帯では、１４．７％が公営住宅に入居しています。 

  イ 公営住宅の入居希望 

   【全ての世帯で「希望しない」が多くなっています】 

    公営住宅の入居を「希望しない」は、母子世帯が５７．５％、父子世 

帯が６９．６％、寡婦世帯が４８．８％となっています。 

  

 （３）就業の状況 

  ア ひとり親になる前の就業状況 

   【母子、父子世帯ともに「就業していた」が多くなっています】 

    ひとり親になる前に「就業していた」方は、母子世帯が７７．１％、 

   父子世帯が９６．４％となっています。 

  イ 就業状況の変化 

   【母子世帯の約５割の方が、ひとり親になった際に仕事に就いた等、就 

業状況の変化がありました】 

 ひとり親になった際の就業状況の変化について、母子世帯は「仕事に 

就いた」、「転職した」等、変化があった方が５４．６％でした。 

父子世帯で就業状況に変化があった方は、３０．３％となっていま 

す。 
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  ウ 就業形態 

   【母子、父子世帯では９割以上の方が就業しています】 

    母子世帯では、９２．４％の母親が働いています。常用雇用者が 

   ６０．４％ですが、臨時・パートも２３．４％を占めています。 

    父子世帯では、９６．２％の父親が働いています。常用雇用者が 

   ７７．５％、自営業が１０．１％となっています。 

    寡婦では、就業していない方が５０．０％となっています。 

  エ 社会保険の加入状況 

   【母子世帯では約８割、父子世帯では約９割の方が社会保険に加入して 

います】 

 厚生年金等の加入状況は、母子世帯が８４．３％、父子世帯が 

９１．６％、寡婦は６３．２％となっています。 

 雇用保険の加入状況は、母子世帯が８５．８％、父子世帯が８９．９ 

％、寡婦が６４．９％となっています。 

  オ 職種 

   【母子、寡婦世帯は「事務」、「サービス業」が、父子世帯は「技能・製 

造・労務」が多くなっています】 

 母子世帯は「事務」が最も多く２０．９％、父子世帯は「技能・製 

造・労務」が最も多く３６．１％、寡婦世帯は「サービス業」が最も多 

く２２．７％となっています。 

  カ 仕事を探した方法 

   【母子、寡婦世帯は公共職業安定所、父子世帯は公共職業安定所や友人 

・知人の紹介が多くなっています】 

 仕事を探した方法について、母子、寡婦世帯は「公共職業安定所の紹 

介」が最も多く、それぞれ４０．６％、３３．３％となっています。 

    父子世帯は「公共職業安定所の紹介」と「友人・知人などの紹介」が 

最も多く、それぞれ３０．８％となっています。 

  キ 帰宅時間 

   【午後７時前に自宅へ帰る世帯が多くなっています】 

    帰宅時間については、「午後７時」までに帰る世帯が多く、母子世帯 

   が７７．７％、父子世帯が６８．４％、寡婦世帯が５４．６％となって 

います。 

  ク 現在持っている資格 

   【全ての世帯で自動車運転免許が上位を占めています】 

    現在持っている資格について、母子世帯、父子世帯及び寡婦世帯の全 

ての世帯において「自動車運転免許」が最も多く、それぞれ６２．９ 
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％、７５．８％、７０．１％となっています。 

  ケ 今後取りたい資格 

   【母子、父子世帯は「特にない」、寡婦世帯は「パソコン」が多くなっ 

ています】 

 今後取りたい資格について最も多かったのは、母子、父子世帯では 

「特にない」、寡婦世帯では「パソコン」でした。 

 「特にない」を除くと、母子世帯では「パソコン」が２０．７％、父 

子世帯では「介護福祉士」が１７．４％、寡婦世帯では「パソコン」が 

３３．３％となっています。 

  コ 就業していない方の就職の希望状況 

   【就業していない方のほとんどが働くことを希望しています】 

    「就業していない」と回答した世帯のうち、母子世帯の８５．９％、 

父子世帯の１００％、寡婦世帯の１４．８％が「就職したい」と回答し 

ています。 

  サ 就職していない理由 

   【母子世帯は求職中の方、父子世帯は自分が病気で働けない方が多くな 

っています】 

 それぞれの世帯の就業していない理由で最も多いのは、母子世帯は 

「求職中である」が５０．６％、父子世帯は「自分が病気（病弱）で働 

けない」が１００％、寡婦世帯では「自分が病気（病弱）で働けない」 

と「年齢制限のため適当な仕事がない」が、それぞれ３３．３％となっ 

ています。 

  シ 要望する就業支援策 

   【全ての世帯が技能訓練等の就業支援を要望しています】 

    母子、父子世帯ともに「技能訓練受講などに経済的援助が受けられる 

こと」が最も多く、それぞれ３７．７％、３３．３％となっています。 

 また、寡婦世帯は「就職のための支援策などの情報が得られること」 

が最も多く、１７．３％となっています。 

 

 （４）収入の状況 

  ア 年間総収入 

   【母子、寡婦世帯の総収入は２５０万円未満が６割以上を占めていま 

す】 

    年間総収入が２５０万円未満の世帯は、母子世帯が６０．９％、父子 

世帯が２３．９％、寡婦世帯が７３．０％となっており、低所得者層が 

多いことが特徴となっています。 



 

9 

 

※無回答を除く割合。イも同じ 

  イ 年間就労収入 

   【母子世帯の就労収入は２５０万円未満が７割以上を占めています】 

    年間就労収入が２５０万円未満の世帯は、母子世帯が７２．４％、父 

   子世帯が３５．４％、寡婦世帯が６６．７％となっています。 

    

（５）養育費の取得状況 

 ア 養育費の取り決め状況 

   【離婚母子世帯は約半数が、離婚父子世帯は約７割が養育費の取り決め

をしていません】 

    離婚母子世帯のうち、養育費の取り決めをしている世帯は５０．３％

となっています。また、離婚父子世帯では、２６．６％となっていま

す。 

 イ 養育費の取り決め方法 

  【取り決めをしている世帯は約２／３は文書で取り決めをしています】 

    取り決めの方法について、取り決めをしている離婚母子世帯で「文書 

   あり」と回答した世帯は６５．６％、離婚父子世帯が５８．８％となっ 

ています。 

ウ 家庭裁判所の関与 

  【離婚母子、離婚父子世帯ともに半数以上が裁判所の「関与あり」と回

答しています】 

    上記イで「文書あり」と回答した世帯のうち、裁判所の「関与あり」 

   と回答した世帯は、離婚母子世帯で５２．４％、離婚父子世帯が  

５５．０％となっています。 

  エ 取り決めをしていない理由 

   【「相手に支払う意思や能力がないと思ったから」が多い理由となって 

います】 

 離婚母子、離婚父子世帯ともに「相手に支払う意思や能力がないと思 

ったから」が最も多く、それぞれ３５．４％、３９．３％となっていま 

す。 

  オ 養育費の受給状況 

   【現在、離婚母子世帯の約６割、離婚父子世帯の約８割が養育費を受給 

していません】 

 現在、養育費を受給している世帯は、離婚母子世帯が３７．５％、離 

婚父子世帯は１２．５％にとどまっています。 

  カ 養育費の額 
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   【養育費の受給額平均は、離婚母子世帯が３７，８１８円、離婚父子世 

帯が２４，０００円となっています】 

 養育費の受給額について、離婚母子世帯は「３～５万円未満」が最も 

多く３２．６％、離婚父子世帯は「１～３万円未満」が最も多く  

４７．４％となっています。 

 

 （６）債務の状況 

  ア 債務の有無 

   【母子、父子世帯ともに約２割に債務があります】 

    母子世帯の１６．２％、父子世帯の１８．８％で債務があると回答し 

ています。 

【債務の総額は母子世帯が「１００～２５０万円未満」、父子世帯は 

「１，０００万円以上」が最も多くなっています】 

 債務の金額について、母子世帯は「１００～２５０万円未満」が最も 

多く３２．１％、父子世帯では「１，０００万円以上」が最も多く 

２６．９％となっています。 

 債務額平均は、母子世帯が３，８６９，２５６円、父子世帯が 

７，２８１，６００円となっています。 

 

 （７）こどもの状況 

  ア 未就学児の状況 

   【未就学児の保育については、主に保育所、幼稚園を利用しています】 

    母子、父子世帯ともに主な保育者は、保育所、幼稚園となっており、 

母子世帯は４８．９％、父子世帯が７０．０％となっています。 

  イ 待機児童の状況 

   【保育所、幼稚園を利用できず、待機を余儀なくされている方がいま 

す】 

 上記イで保育所、幼稚園以外と回答した世帯のうち、「待機をしてい 

る」と回答した世帯は、母子世帯で１．８％でした。 

  ウ 児童の放課後の過ごし方 

   【小学校低学年の放課後については、母子世帯では「放課後児童クラ 

ブ」が多く、父子世帯では「自宅に大人と一緒にいる」が多くなってい 

ます】 

 小学校低学年（１～３年）の放課後の過ごし方は、母子世帯では「放 

課後児童クラブ」が最も多く６１．３％、父子世帯では「自宅に大人と 

一緒にいる」が最も多く５８．３％となっています。 



 

11 

 

エ こどもの進学に対する希望 

 【約半数の世帯が高校卒業後の進学を希望しています】 

  こどもの進学の希望について、母子世帯は「大学」が最も多く  

３４．４％、父子世帯は「高校」が最も多く３９．９％となっていま

す。 

 

 （８）公的制度等の利用状況 

  ア 要望する福祉制度 

   【各種手当・年金・給付金などの充実希望が多くなっています】 

    要望する福祉制度では、全ての世帯において「各種手当・年金・給付 

   金などの充実」が最も多く、母子世帯は６８．４％、父子世帯が６５．９％、  

寡婦世帯が４３．８％となっています。 

  イ 福祉制度の利用状況 

   【主にこどもに対する福祉医療費の補助、公共職業安定所の利用状況が 

多くなっています】 

 全ての世帯において「公共職業安定所」の利用率が高く、母子世帯は 

７４．７％、父子世帯が５９．４％、寡婦世帯が５２．３％となってい 

ます。 

 また、母子、父子世帯では、こどもに対する「福祉医療費の補助」も 

利用率が高く、母子世帯は７２．１％、父子世帯が４７．９％となって 

います。 

  ウ 制度を知った方法 

   【市町村の広報誌、市町村・県機関の窓口で知った方が多くなっていま 

す】 

 制度を知った方法は、自治体からの情報提供が多く、「県広報誌」、 

「市町村広報誌」又は「市町村・県機関の窓口」と回答した世帯は、母

子世帯が６９．９％、父子世帯が５７．２％、寡婦世帯が３７．６％と

なっています。 

 

（９）親子交流（面会交流）の取り決め状況 

 ア 面会交流の取り決め状況 

  【離婚母子世帯の約６割、離婚父子世帯の約７割が面会交流の取り決めを 

していません】 

 離婚母子世帯のうち、面会交流の取り決めをしている世帯は２９．４％ 

となっています。また、離婚父子世帯は、２１．９％となっています。 

 イ 面会交流の取り決め方法 
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  【取り決めをしている世帯の約２／３は文書で取り決めをしています】 

   取り決めの方法について、取り決めをしている離婚母子世帯で「文書あ 

  り」と回答した世帯は６７．１％、離婚父子世帯が６７．９％となってい 

ます。 

 ウ 家庭裁判所の関与 

  【離婚母子、離婚父子世帯ともに半数以上が裁判所の「関与あり」と回答 

しています】 

 上記イで「文書あり」と回答した離婚母子世帯のうち、裁判所の「関与 

あり」と回答した世帯は、離婚母子世帯が５２．７％,離婚父子世帯が  

６３．２％となっています。 

 エ 取り決めをしていない理由 

  【「相手と関わりたくないから」が最も多い理由となっています】 

   離婚母子、離婚父子世帯ともに「相手と関わりたくないから」が最も多 

く、離婚母子世帯が３３．９％、離婚父子世帯が３０．１％となっていま 

す。 

 オ 面会交流の状況 

  【現在、離婚母子、離婚父子世帯ともに６割以上が面会交流を行っていま 

  せん】 

 現在、面会交流を行っている世帯は、離婚母子世帯が２５．８％、離婚 

父子世帯が２８．１％となっています。 

 

（１０）困っていること・希望する福祉制度 

 ア こどもに関する悩み 

  【「教育・進学」と回答した世帯が半数以上となっています】 

   こどもに関する悩みとして「教育・進学」と回答した世帯が、母子世帯 

は５８．４％、父子世帯が５４．３％となっています。 

 イ ひとり親世帯になった当時困ったこと 

  【母子世帯は「生活費」、「仕事」、父子世帯は「生活費」、「こどもの世

話」が多くなっています】 

   母子世帯になった当時困ったことは、「生活費」が６９．０％と最も多

く、次いで「仕事」が２６．４％となっています。 

   一方、父子世帯は、母子世帯と同様に「生活費」が５２．２％と最も多

く、次いで「こどもの世話」が２５．４％となっています。 

 ウ 現在困っていること 

  【母子、父子世帯は「生活費」、寡婦世帯は「特にない」が多くなってい

ます】 
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   現在困っていることでは、母子、父子世帯が「生活費」と回答した世帯

が最も多く、それぞれ５９．６％、５２．９％となっています。 

   一方、寡婦世帯は「特にない」と回答した世帯が最も多く、３５．２％

となっています。 

 エ 相談相手 

  【母子、寡婦世帯は６割以上が、父子世帯は約半数が「いる」と回答して

います】 

   困った時の相談相手が「いる」と回答した世帯は、母子世帯が６９．２ 

  ％、父子世帯が４５．７％、寡婦世帯が６４．８％となっています。 

   一方、「欲しい」、「いない」と回答した世帯は、母子世帯が１８．６ 

％、父子世帯が３７．０％、寡婦世帯が１３．６％となっており、父子世

帯の相談相手が少なくなっています。 

 オ 相談相手の内訳 

  【相談相手については、ほとんどが「親族」、「友人・知人」となっていま

す】 

   相談相手については、母子、寡婦世帯は「親族」が最も多く、それぞれ

７９．４％、７５．２％、父子世帯は「友人・知人」が最も多く、 

７３．０％となっています。 

 カ 希望する施策 

  【母子、父子世帯は「児童扶養手当制度の充実」、寡婦世帯は「家庭生活

支援員派遣制度の充実」となっています】 

   希望する施策については、母子、父子世帯が「児童扶養手当制度の充

実」が最も多く、それぞれ６１．７％、６３．０％となっています。 

   一方、寡婦世帯は「家庭生活支援員派遣制度の充実」が最も多く、 

２９．０％となっています。 
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第３ 第３期計画に定めた施策の評価 

 

１．第３期計画に定めた施策の評価               

   令和２年度から令和６年度を計画期間とする秋田県ひとり親家庭等自立促

進計画に基づき、５つの基本目標に取り組んできました。評価については、次

のとおりです。 

 

 （１）子育て・生活支援の充実について 

放課後児童クラブの数（５月１日時点）は、令和元年度２８６クラブから

令和６年度３１０クラブに増加しました。また、小学校低学年の児童のいる

世帯の放課後児童クラブ利用率は、令和元年度の４３％から５２％に上昇し

ています。これにより、保護者が日中にいない小学校児童に対して、適切な

遊びや生活の場を提供することができました。 

病気のこどもを一時的に保育したり、保育中に体調不良となったこどもに

対応する病児・病後児保育は、平成３１年３月末現在、１３市町村５５施設

から、令和６年３月末現在、１４市町村６５施設と増加しています。 

また、教育・進学に関する悩みは、母子世帯で５８．４％、父子世帯で  

５４．３％とこどもに関する悩みの中では最も多いことから、こどもの教育

機会を確保できるよう、学習支援事業等を推進する必要があります。 

 

 （２）就業支援の推進について 

   常用雇用者の割合は、令和元年度と令和６年度の比較で、母子世帯が５８．

６％から６０．４％へ、父子世帯が７６．１％から７７．５％へ増加してい

ます。また、就労収入についても総じて上昇しています。 

 しかし、依然としてひとり親家庭等の親の就労収入は低く、生活に困難を

感じているひとり親家庭等が多いことから、雇用、待遇改善、正規雇用への

転換などについて、事業主に対し継続して啓発活動を行っていく必要があり

ます。 

 また、就職に有利な資格を取得するための支援制度等の実績が低調であり、

周知等の強化を図る必要があります。 

 

（３）養育費確保の推進について 

  養育費を受給している母子世帯の割合は、令和元年度の３５．１％から令    

和６年度の３７．５％に増加しています。その要因としては、令和３年９月
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から、養育費に関する法的手続き費用に関する補助事業を開始するなど、養

育費対策を強化したこと等が考えられます。しかし、依然として養育費を受

け取っていない世帯が母子世帯で５５．８％、父子世帯で７８．１％を占め、

ひとり親家庭等が低い収入にとどまる要因の一つとなっています。 

  また、「離婚した相手と関わりたくない」等の理由から、親子交流（面会

交流）の取り決めを行っている母子世帯が３割にとどまっており、こどもの

利益の観点から、親子交流に対する支援を検討する必要があります。 

 

 （４）経済的支援の実施について 

   令和元年 10月から国の制度により３歳から５歳までの幼児教育・保育の

無償化がスタートしたことに加えて、従来から県と市町村が実施している

すこやか子育て支援事業において国の幼児教育・保育の無償化の対象とな

らない０から２歳児の保育料助成も実施しており、秋田県の保育料助成は

全国トップクラスとなっています。 

   一方、高校や大学には、入学金、授業料のほか、修学に必要な様々な費用

（生活費、部活動費、制服代等）が必要になることから、こどもの希望する

学校への進学は経済的に苦しいひとり親家庭等にとって大きな悩みとなっ

ています。 

   このため、こどもの進学を実現させるためには、令和２年４月から制度開

始となった高等教育の修学支援制度や就学援助制度、母子父子寡婦福祉資

金などの制度周知に一層取り組む必要があります。 

    

 （５）相談体制の充実 

   ひとり親家庭等が抱える困難は多くが複雑に重なり合っており、個々の

世帯の抱える問題に対しきめ細かな配慮が求められていることから、ひと

り親家庭等の支援に携わるすべての職員は、研修会等を通じて更なる専門

性の向上を図る必要があります。 

   また、秋田県ひとり親家庭就業・自立支援センターでは、平日日中の窓口・

電話相談に加え、メールでの相談を受け付けているほか、養育費相談につい

ては、予約制で土日の相談を開始しました。 

加えて、国、県、市町村等が実施する最新の支援制度等の概要や相談窓口

をまとめた「ひとり親家庭のしおり」を県の専用Ｗｅｂサイト「美の国あき

たネット」に掲載するほか、市町村や関係機関に情報提供するとともに、養

育費の補助制度等について、Ｗｅｂ広告を実施するなど、支援を必要とする

ひとり親へのわかりやすい情報提供に取り組みました。 

しかし、一部事業や相談窓口について、認知度が低いものが見られること
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から、各種事業の周知徹底を図るとともに、ＳＮＳ等を活用した効果的な情

報発信に取り組む必要があります。 
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第４ 施策の基本的事項 

 

１．施策の基本的方向性                    

（１）母子家庭 

母子家庭については、常用雇用者が増加したものの、臨時・パートで就業

している人も少なくなく、収入もかなり低い状況にあります。未就業の方も

約６％おり、その多くが就業を希望したいと考えています。 

養育費については、半数以上の方が受けられずにいます。また、こどもに

関する悩みでは、「教育・進学」が最も多くなっています。 

このため、母子家庭に対しては、児童扶養手当等の経済的支援に加えて、

教育機会の確保、子育てと仕事の両立、より収入の高い就業を可能にするた

めの支援、養育費確保のための支援を重点的に推進します。 

 

 （２）父子家庭 

   母子家庭に比べて、家事やこどもの世話に不安を抱えている人が多く、相

談相手がいない人の割合が高くなっています。また、母子家庭と同様、こど

もに関する悩みでは、「教育・進学」が最も多くなっています。 

   このため、父子家庭に対しては、教育機会の確保、子育てと仕事の両立、

家事など日常生活の支援、相談機能の充実を重点的に推進します。 

 

 （３）寡婦 

   寡婦については、未就業者が多く収入も低い状況にあり、生活や健康面で

の不安を抱えている人が多くなっています。また、希望する施策では、「家

庭生活支援員派遣制度の充実」が最も多くなっています。 

   このため、寡婦に対しては、年代に応じて、就業の支援や日常生活面の支

援を重点的に推進します。 

 

２．施策の基本目標                      

前記１の基本的方向性に基づき、次の５つの柱によりひとり親家庭等の自立

を図るための施策を総合的かつ計画的に推進します。 

 

（１）子育て・生活支援の充実 

  安心して子育てと仕事の両立ができるよう、病児・病後児保育事業等の多
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様な保育サービスを提供するとともに、公営住宅など生活の場の確保を推進

します。 

  また、貧困の世代間連鎖を解消するため、市町村に対し、学習支援事業の

実施を働きかけるとともに、市町村やあきた子ども応援ネットワーク等と連

携し、こども食堂やフードバンク等の事業を行う民間団体の活動を支援する

など、こどもの貧困対策を推進します。 

 

（２）就業支援の推進【重点的に取り組む事項】 

  就業し安定的な収入を得て自立した生活ができるよう、秋田県ひとり親家

庭就業・自立支援センターによる就業情報の提供や、資格取得、職業訓練等

に対する支援制度の周知強化などにより、既存事業の利用拡大に向け重点的

に取り組んでいきます。 

  また、ひとり親の雇用、待遇改善、正規雇用への転換などについて、労働

局や、県、市町村が協力して、事業主に対し啓発活動を行うなど、正規雇用

等の促進に取り組みます。 

 

（３）養育費確保の推進【重点的に取り組む事項】 

  こどもを監護しない親がその責務を果たし、こどもが養育費を取得して安

定した生活ができるよう、養育費に関する法的手続き費用に関する補助を実

施するとともに、広報・啓発の促進や相談・情報提供体制の充実を図ります。 

   また、父母やこどもが安心して親子交流（面会交流）ができるよう、支援

策を検討します。 

 

 （４）経済的支援の実施 

   高等教育の修学支援制度や、各市町村で実施している就学援助制度、児童

扶養手当、母子父子寡婦福祉資金制度等に関する情報提供を適切に行いま

す。 

 

 （５）相談体制の充実【重点的に取り組む事項】 

   福祉事務所や市町村の相談担当者などを対象に、他機関との協力・連携の

強化や、相談員の専門性向上を図るための研修等を実施し、相談者それぞれ

の悩みや課題に適切に支援できる相談・情報提供体制の充実を図ります。 

   また、上記施策・事業の利活用拡大のため、ＳＮＳ等を活用した情報発信

の強化に取り組みます。 
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　第５　具体的施策の展開

※「現状と計画期間中の目標」の欄のうち「現状」については、令和５年度末の状況を記載していますが、

それ以外の年度の状況を用いる場合には（　）で表示しています。

１．子育て・生活支援の充実

母

子

父

子

寡

婦

現

状

　子どもの学習･生活支援事
業は6市・12町村で、あきた
未来塾（学校・家庭・地域
連携総合推進事業）は4市･3
町･1村で実施しています｡

現

状

　民間団体等による活動は､
17市町村で実施されていま
す｡

現

状

　県内の全市町村が､ひとり
親家庭に対して選考指数を
高く設定しており､優先的に
保育所等へ入所できるよう
支援しています｡

現

状

　母子及び父子世帯に該当
することが確認できた申込
者については、当選確率を
２倍に引き上げており、令
和5年度は17世帯の入居が決
定しました。

対 象
事業等

（実施主

体）

事業等の概要
現状と計画期間中の目標

（計画期間：令和７～１１年度）

子どもの

貧困対策

○学習支援
　子どもの将来が、生まれ育った環境によって左右され
ることのないよう、子どもの学習支援等により貧困の連
鎖防止に努めます。
（生活困窮者自立支援制度「子どもの学習・生活支援事
業」及び「あきた未来塾（学校・家庭・地域連携総合推
進事業）」を実施しま
す。）

○ ○

目

標

　子どもの学習・生活支援
事業については、県内全市
町村での実施を目指し、未
実施の市に事業の実施を働
きかけます。
　あきた未来塾（学校・家
庭・地域連携総合推進事
業）については、事業に関
する情報提供を積極的に行
い、取組を支援します。

○子ども食堂、制服のリユース
　子ども食堂や制服等リユースなど、子どもの貧困対策
について活動している民間団体等による支援の拡充に努
めます。

○ ○

目

標

　県内全市町村での実施を
目指し、未実施の町村に事
業の実施を働きかけます。

保育所の

優先入所

の推進等

（市町

村）

　母子及び父子並びに寡婦福祉法第28 条の趣旨を踏ま
え、保育所に入所する児童を選考する場合には、ひとり
親家庭は入所の必要性が高いものとして優先的に取り扱
います。

○ ○

目

標

　制度に関する情報提供を
行うなど、市町村の適正な
運用を支援します。

公営住宅

の優遇入

居の実施

（県、市

町村）

　県は、県営住宅の入居者を決定するための抽選におい
て、母子家庭及び父子家庭に対し当選確率を２倍にする
優遇抽選制度を実施します。

○ ○

目

標

　入居希望者へ制度の周知
が図られるよう適切な窓口
対応に努めるとともに、公
営住宅を管理する市町村に
対し、優遇制度等が可能な
ものであることを周知しま
す。
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現

状

　11市町村(31施設)に対し
て補助を実施しました｡(R5
年度)

現

状

　15市町村､206施設に対し
て補助を実施しました｡(R5
年度)

現

状

　18市町村(221施設)に対し
て補助を実施しました｡(R5
年度)

現

状

　14市町村(65施設)に対し
て補助を実施しました｡(R5
年度)

目

標

　制度に関する情報提供を
行うなど、市町村の適正な
事業運営を支援します。

○休日保育事業
　就労形態の多様化などに対応するため、保育所等にお
いて日曜・祝祭日等の休日保育を実施し、家庭での保育
が困難となった児童を保育します。
　県は、市町村が負担する事業費に対して補助します。

○ ○

目

標

　制度に関する情報提供を
行うなど、市町村の適正な
事業運営を支援します。

目

標

　制度に関する情報提供を
行うなど、市町村の適正な
事業運営を支援します。

○一時預かり事業
　家庭において、保育を受けることが困難となった児童
を保育所等で一時的に保育します。
　県は、市町村が負担する事業費に対して補助します。

○ ○

目

標

　制度に関する情報提供を
行うなど、市町村の適正な
事業運営を支援します。

多様な保

育サービ

スの充実

（市町

村）

○病児・病後児保育事業
　保護者が就労している場合等において、子どもが病気
の際に自宅での保育が困難な場合に、病院・保育所等に
おいて病気の児童を一時的に保育します。
　県は、市町村が負担する事業費に対して補助します。

○ 〇

○延長保育事業
　就労形態の多様化などに対応するため、保育所等にお
いて保育時間を超えて開所し、保育を実施します。
　県は、市町村が負担する事業費に対して補助します。

○ ○

20



現

状

　県が市町村に補助､25市町
村で実施しています｡
待機児童43人(令和5年5月1
日時点)

現

状

　県が市町村に補助､5市で
実施しています｡

現

状

　県が市町村に補助､16市町
村で実施しています｡

現

状

　県が市町村に補助､5市で
実施しています｡

現

状

母子生活支援施設7施設
定員:116世帯
入所世帯数:84世帯
(令和6年10月1日時点)

目

標

　事業の周知を図るととも
に、未実施の市町村に対し
事業の実施を働きかけま
す。

放課後児

童クラブ

の優先的

利用の推

進

（県、市

町村）

　保護者が就労等により日中家庭にいない小学生に対
し、授業の終了後に児童館等を利用して適切な遊びや
生活の場を与え、健全な育成を図ります。
　県は、市町村が実施する事業費に対して補助します。

○ ○

目

標

　引き続き事業の実施を推
進するとともに、待機児童
解消をめざします。

目

標

　施設の利用に関する情報
提供を積極的に行います。
　また、研修の充実等によ
り施設職員の支援力の向上
を図ります。

子育て短

期支援事

業の実施

（市町

村）

○短期入所生活援助事業
（ショートステイ）
　保護者の疾病や仕事等の理由により子どもの養育が一
時的に困難になった場合などに、子どもを施設などで短
期間預かります。

○ ○

目

標

　事業の周知を図るととも
に、未実施の市町村に対し
事業の実施を働きかけま
す。

○夜間養護等事業
（トワイライトステイ）
　保護者の仕事が恒常的に夜間にわたる場合や休日の勤
務などの場合に、施設などで子どもに生活指導や食事の
提供などを行います。

○ ○

目

標

　事業の周知を図るととも
に、未実施の市町村に対し
事業の実施を働きかけま
す。

母子生活

支援施設

の機能の

充実

（県、

市）

　母子家庭の母が、様々な理由により子どもの養育が十
分にできない場合、希望により母子生活支援施設に
保護し、生活の場を提供するとともに、自立に向けた支
援を行います。
　また、施設の機能を活用し、保育等の地域の子育て支
援ニーズに対応します。

○

日常生活

支援事業

の実施

（県、市

町村）

　就職活動や病気等で家事・育児にお困りのときに、家
庭生活支援員を派遣して、日常生活のお世話や保育など
を行います。

○ ○
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※「現状と計画期間中の目標」の欄のうち「現状」については、令和５年度末の状況を記載していますが、

それ以外の年度の状況を用いる場合には（　）で表示しています。

２．就業支援の推進

母

子

父

子

寡

婦

現

状

就業支援員1人　相談員1人
引き続きﾊﾛｰﾜｰｸ等の求人情
報を提供しています｡
(就業相談42人､就職者数10
人)

現

状

介護職員初任者研修5人
ﾊﾟｿｺﾝ講習会29人
調理師試験対応講習1人
経理事務講習会2人
就職活動支援ｾﾐﾅｰ7人
上記5種類の講座を実施して
います(zoom実施含む)｡受講
を容易にするため託児ｻｰﾋﾞｽ
も実施しています｡

現

状

　県地域･家庭福祉課主催の
母子･父子自立支援員等研修
会と合同でひとり親家庭就
業･自立支援ｾﾝﾀｰ関係機関連
絡会議を年1回開催し､最近
の諸課題に関する意見交換､
情報提供を行っています｡

対 象
事業等

（実施主

体）

事業等の概要
現状と計画期間中の目標

（計画期間：令和７～１１年度）

○就業相談及び就業情報の提供
　センターに就業相談員を配置し、ひとり親家庭の就業
に関する様々な相談に応じるほか、就業支援バンクに登
録した人に対し、個別に求人情報を提供します。

○ ○ ○

目

標

　より効果的な相談対応が
できるよう、相談員の資質
向上に効果的な研修を実施
します。

ひとり親

家庭就

業・自立

支援セン

ター事業

の実施

（県、

市）

○就業支援講習会の開催
　より良い就業に結びつくよう介護職員初任者研修、調
理師、パソコン等の講習会を実施します。

○ ○ ○

目

標

　講習会の実施場所・内容
等をより受講しやすく工夫
するほか、要望の多い他の
講習についても検討しま
す。

○関係機関との連携
　ハローワークや福祉事務所等の関係機関との連携を図
るとともに、地域の相談窓口となる母子・父子自立支援
員等に対し就業支援に関する研修を実施します。

○ ○ ○

目

標

　より効果的で緊密な連携
を進めるとともに、相談員
の資質向上に効果的な研修
を実施します。
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現

状

　特定求職者雇用開発助成
金を引き続き実施している
ほか､対象となるひとり親を
未経験職種で雇い入れ､訓練
+賃上げを実施した場合に
1.5倍の助成額を支給する｢
成長分野等人材確保･育成ｺｰ
ｽ｣を実施しています｡

現

状

市:13市で実施　県:実施(町
村分)

現

状

市:12市で実施　県:実施(町
村分)

事業主に

対する啓

発の推進

○非正規雇用から正規雇用への転換
　ひとり親を雇用した事業主に対して、助成金を支給し
ます。
　また、非正規雇用者の正規雇用への転換を推進するた
め、国・県・市町村が協力して正規雇用の促進に取り組
みます。

○ ○

目

標

　非正規から正規雇用への
転換を推進するため、国・
県・市町村で協力して正規
雇用の促進に取り組みま
す。

自立支援

給付金の

支給

（県、

市）

○自立支援教育訓練給付金
　ひとり親家庭の親が自主的に行う能力開発の取組を支
援するため、県及び市が指定した職業能力開発のための
教育訓練給付講座を受講した場合、受講料の一部を
支給します。

○ ○

目

標

　事業の周知を図り、より
良い就業に向けた能力開発
の取組を支援します。

○高等職業訓練促進給付金
　県又は各市が定める資格の取得を目的として長期間に
わたり養成機関等で受講する場合、その期間中の生活費
及び修了支援給付金を支給することにより、負担の軽減
を図ります。

○ ○

目

標

　事業の周知を図り、より
良い就業に向けた能力開発
の取組を支援します。ま
た、市に対し、制度の実施
を働きかけます。

23



現

状

　国や県等､公共的施設にお
ける会計年度任用職員等の
求人情報をﾊﾛｰﾜｰｸを通じて
引き続きひとり親家庭就業･
自立支援ｾﾝﾀｰへ提供し､関係
機関に対して雇用の促進を
働きかけています｡

現

状

　庁舎の清掃業務を委託し
ています｡(30ｶ所)

公共的施

設におけ

る雇用の

促進

（県、市

町村）

　県においては、非常勤職員等の募集に当たって、求人
情報をひとり親家庭就業・自立支援センターに提供し、
ひとり親家庭の親及び寡婦の雇用の促進を図ります。
　また、市町村や社会福祉施設に対しても、雇用の促進
を働きかけます。

○ ○ 〇

目

標

　引き続き機会を捉えて協
力要請を行います。

母子寡婦

福祉団体

への事業

発注の推

進

（県）

　庁舎の清掃等の業務を母子寡婦福祉団体へ優先的に発
注し、母子家庭の母及び寡婦の雇用の促進を図ります。

○ ○

目

標

　引き続き契約の透明性を
確保しながら業務を委託
し、母子家庭の母及び寡婦
の雇用促進を図ります。
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※「現状と計画期間中の目標」の欄のうち「現状」については、令和５年度末の状況を記載していますが、

それ以外の年度の状況を用いる場合には（　）で表示しています。

３．養育費確保の推進

母

子

父

子

寡

婦

現

状

　養育費の取決めの合意書
のひな形や取り決め等につ
いて解説したパンフレット
を美の国あきたネットに掲
載しています｡またR5年度は
ウェブ広告を活用し､今後離
婚を考えている等の潜在的
当事者へも養育費取り決め
の重要性について周知を図
りました｡

現

状

　ひとり親家庭就業･自立支
援センターでは弁護士によ
る法律相談を実施していま
す｡

R5年度弁護士による法律相
談の利用者:42名

現

状

　県地域･家庭福祉課主催の
母子･父子自立支援員研修会
を年1回実施しているほか､
東北･北海道ブロック及び国
主催の研修への参加を促し
ています｡

対 象
事業等

（実施主

体）

事業等の概要
現状と計画期間中の目標

（計画期間：令和７～１１年度）

広報・啓

発及び情

報提供の

推進

（県、市

町村）

　子どもの養育費を負担するのは親の当然の義務である
ことを啓発し、養育費に関する相談窓口などについて、
パンフレットやホームページなどを利用して広報及び情
報提供を行います。

○ ○

目

標

　効果的な広報・啓発及び
情報提供により、養育費の
取り決めの重要性について
周知徹底を図ります。

養育費支

援事業の

実施

（県）

　ひとり親家庭就業・自立支援センターにおいて、養育
費等に関する専門的な相談に応じます。

○ ○ 〇

目

標

　ひとり親家庭就業・自立
支援センターの養育費支援
事業の周知方法を工夫しま
す。また、母子・父子自立
支援員では対応困難な相談
をセンターが引き継ぐな
ど、福祉事務所と連携して
対応できる体制の強化を図
ります。

相談員に

対する研

修の実施

（県）

　母子・父子自立支援員などの相談員に対し養育費及び
親子交流に関する相談に十分な対応ができるように研修
を実施します。

○ ○ ○

目

標

　相談需要に応じて開催日
数を増やし、相談員の資質
向上を図ります。
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現

状

　令和3年度より､養育費の
取り決め･確保の手続きに要
する費用の補助を行ってい
ます｡
R5年度補助実績
公証人手数料:42件　養育費
請求調停申立て費用:2件
未払い養育費に係る強制執
行申立て費用:1件
養育費保証料:1件

現

状

　「離婚した相手と関わり
たくない」等の理由から、
親子交流（面会交流）の取
り決めを行っている母子世
帯が３割にとどまってお
り、親子交流が進んでいな
い。

効果的な

養育費確

保対策の

実施

（県）

　ひとり親家庭等の親の意見を聴き、効果的な養育費確
保対策を実施するほか、補助制度の周知等に努めます。

○ ○

目

標

　ひとり親家庭等が養育費
を確保できるよう、引き続
き補助制度を周知するほ
か、相談業務において適切
に情報提供します。

親子交流

（面会交

流）に対

する支援

の検討

　ひとり親家庭等の親や関係機関の意見を聴き、親子交
流（面会交流）に対する支援を検討します。

○ ○

目

標

　こどもの利益の観点か
ら、父母やこどもが安心し
て親子交流（面会交流）で
きる支援を検討します。
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※「現状と計画期間中の目標」の欄のうち「現状」については、令和５年度末の状況を記載していますが、

それ以外の年度の状況を用いる場合には（　）で表示しています。

４．経済的支援の実施

母

子

父

子

寡

婦

現

状

受給者数
県:495人
市:5,654人

現

状

貸付実績　県:40人
秋田市:7人

現

状

貸付限度額150万円
金利は所得税非課税世帯が
無利子､その他は3%以内｡

R5実績:1町1件985千円

現

状

R5年度助成児童数(ひとり親
世帯)
保育料助成:411人
副食費助成:284人

対 象
事業等

（実施主

体）

事業等の概要
現状と計画期間中の目標

（計画期間：令和７～１１年度）

児童扶養

手当の支

給

（県、

市）

　父母の離婚などにより父又は母と生計をともにしてい
ない児童の父又は母、または、父又は母に代わってその
児童を養育している方に対し、児童の健やかな成長を
願って支給される手当です。

○ ○

目

標

　制度に関する広報を積極
的に実施し、情報提供を推
進するほか、適正な給付業
務を実施します。

母子父子

寡婦福祉

資金の貸

付

（県、中

核市）

　ひとり親家庭等の経済的自立と生活の安定、児童の福
祉の向上を図るために、各種資金の貸付を行います。

○ ○ 〇

目

標

　制度に関する情報提供を
積極的に推進し、適正な貸
付業務を実施します。

住宅整備

資金の貸

付

（県、市

町村）

　ひとり親家庭等の住宅の補修や増改築等に必要な資金
の貸付を行います。
　県は、市町村に対し、対象世帯に貸し付けるために必
要な資金を貸付します。

○ ○ ○

目

標

　制度に関する情報提供を
積極的に推進し、適正な貸
付業務を実施します。

保育料等

の助成

（県・市

町村）

　子育て家庭を経済的に支援するため、県と市町村が協
力し、利用する施設を問わず、国の幼児教育・保育の無
償化の対象とならない０～２歳児の保育料等のほか、全
ての３～５歳児の副食費を助成します。

○ ○

目

標

　市町村と協力し、同水準
を維持しながら、助成を実
施します。
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現

状

<R5年度実績>
･減免者数476人
･減免額206,646千円　(県立
大学2校､私立専門学校10校
の計)

現

状

　県内全市町村で実施して
います。

現

状

R5年度末現在補助金額
149,831千円

現

状
R5年度は11市で実施

教育費の

援助

○高等教育の修学支援新制度
　住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯を対象に、大
学、短期大学、高等専門学校、専門学校が授業料等
の減免を行うとともに、日本学生支援機構が給付型奨学
金を支給します。

○ ○

目

標

　学校を通じて制度の周知
を図るとともに、適切な減
免支援を実施します。

○就学援助制度
　生活保護法に規定する要保護者及び要保護者に準ずる
程度に困窮していると市町村教育委員会が認めた人に対
して、学用品費などの援助を行っています。

○ ○

目

標

　該当者がもれなく制度を
活用し、教育が円滑に受け
られるよう、学校を通じて
周知を図ります。

医療費の

助成

（県、市

町村）

　経済的負担に起因するひとり親家庭の児童の受診抑制
を解消するとともに、経済的・精神的負担の軽減を図り
ます。
　県は、市町村が実施した事業費に対し補助します。

○ ○

目

標

　該当者がもれなく受給で
きるよう、市町村に広報活
動等での制度の周知を働き
かけます。

家計管理

の支援

（県、市

町村）

　家計改善支援事業の利用により、家計に課題を抱える
ひとり親家庭等の生活困窮者が、必要な情報提供
や専門的な助言・指導等を受けて適切な家計管理ができ
るよう支援します。

○ 〇 〇

目

標

　制度の情報提供を行い家
計に課題を抱えるひとり親
家庭等の家計管理を支援し
ます。
　県内すべてで支援が受け
られるよう、家計改善支援
事業未実施の市に事業の実
施を働きかけます。
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※「現状と計画期間中の目標」の欄のうち「現状」については、令和５年度末の状況を記載していますが、

それ以外の年度の状況を用いる場合には（　）で表示しています。

５．相談体制の充実

母

子

父

子

寡

婦

現

状

県(4事務所) 4人
市(13市)    20人
               計24人
相談延べ件数2,932件

現

状

県(4事務所)4人
市(13市)   24人
             計28人

現

状

･母子･父子自立支援員会議
及び研修　各1回
･家庭相談員会議　年1回
･新任児童家庭相談業務担当
者研修会　年1回

現

状

　｢ひとり親家庭のしおり｣
を作成し、市町村等に配付
しているほか､県のホーム
ページ等にも掲載し、紹介
しています｡

対 象
事業等

（実施主

体）

事業等の概要
現状と計画期間中の目標

（計画期間：令和７～１１年度）

母子・父

子自立支

援員によ

る相談の

実施

（県、

市）

　県及び市の福祉事務所に配置されている母子・父子自
立支援員が、ひとり親家庭等に対する総合的な相談窓口
として、様々な相談への対応や自立に必要な情報提供を
行います。

○ ○ 〇

目

標

　就業支援や養育費の確保
を含め、自立のための総合
的な相談や情報提供を行い
ます。

家庭相談

員による

相談の実

施

（県、

市）

　県及び市の福祉事務所に配置されている家庭相談員が
様々な相談に応じます。

○ ○

目

標

　相談窓口としての広報に
努め、家庭の抱える問題の
解決を支援します。

ひとり親

家庭等支

援に携わ

る職員に

対する研

修の実施

（県）

　母子・父子自立支援員、家庭相談員、市町村担当職員
等ひとり親家庭等支援に携わる職員に対し、各種相談に
十分な対応ができるように研修を実施します。

○ ○ ○

目

標

　他機関との連携に主眼を
置いた研修を行うととも
に、市町村の担当者に対し
ても研修を行います。

情報提供

の推進

（県、市

町村）

　ひとり親家庭等に対する支援制度を分かり易く紹介し
たパンフレットを作成し、市町村等の関係機関に配付す
るほか、ホームページなどを利用した情報提供を行いま
す。

○ ○ 〇

目

標

　制度の認知度を高め、必
要な人に必要な情報が行き
渡るよう、パンフレットや
ホームページ等を利用した
情報提供を行います。
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現

状

　ひとり親家庭就業･自立支
援センターではメールでの
相談を受け付けているほか､
平日日中での相談が難しい
場合は､個別に時間外や夜間
での対応を行っています｡
　また､秋田市では秋田市子
ども家庭ｾﾝﾀｰで｢女性の悩み
相談｣(9:00~17:00､日曜･年
末年始を除く)を実施してい
ます｡

現

状

　各市町村において相談に
応じており､具体的な支援に
つなげる体制が整備されて
います｡

現

状

　母子寡婦福祉団体を通じ
て､ひとり親施策の情報提供
を行っています｡

現

状

　母子･父子自立支援員等が
相談対応の中で、秋田弁護
士会等の相談窓口を提供し
ているほか､秋田弁護士会の
協力のもと､秋田県･ひとり
親家庭就業･自立支援セン
ターにおいて弁護士による
法律相談を実施しています｡

休日・夜

間の相談

体制の充

実

（県）

　就業している人でも相談がしやすいように、休日や夜
間における相談体制について、効果的な実施方法を検討
します。

○ ○ ○

目

標

　引き続き、柔軟な相談対
応ができるよう努めます。

早期に支

援につな

げられる

体制の構

築

（市町

村）

　児童扶養手当の受給資格認定時、現況届提出時などの
機会を捉え、相談に応じ、困難に陥る前に早期に支援
につなげられる体制を構築します。

○ ○ ○

目

標

　引き続き、生活全般にわ
たる親身な相談に応じ、必
要な情報の提供等や支援に
つなげることができるよう
努めます。

母子寡婦

福祉団体

等との連

携

　ひとり親家庭等の支援をすすめる母子寡婦福祉団体等
と連携し、必要な援助へつなげていきます。

○ ○ 

目

標

　引き続き、母子寡婦福祉
団体を通じて、ひとり親施
策の情報提供を行います。

弁護士会

等との連

携

　多重債務の整理や、養育費の確保等、法的な対応が必
要な方に対して、秋田弁護士会や法テラス等の相談窓口
の情報を提供します。

○ ○ ○

目

標

　秋田弁護士会や法テラス
等の協力を得ながら、法律
相談の情報を積極的に周知
します。
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第６ 計画の推進体制 

 

１．計画の推進体制                      

計画の推進にあたっては、県、県教育委員会、市町村、市町村教育委員会、ハ

ローワーク等労働関係部局、母子寡婦福祉団体等が連携を図り、各種制度に取り

組みます。 

 

２．計画の進行管理                        

進捗状況や取組状況について、「 秋田県社会福祉審議会」において計画の進行

管理を行い、必要に応じて内容の見直しを行います 

 

３．計画の評価                        

 計画の期間満了前に、実態調査の実施や関係者からの意見聴取等を行い、計画

に定めた施策についての評価を行います。 

 この評価の結果は公表するものとし、次期計画策定の参考とします。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料編】  
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秋田県ひとり親家庭等自立促進計画策定委員会設置要綱  

（設置） 

第１条 母子及び父子並びに寡婦福祉法第１２条の規定に基づき、「秋田県ひとり親家庭等

自立促進計画」を策定するにあたり、広く関係者の意見を計画に反映させるため、「秋田県

ひとり親家庭等自立促進計画策定委員会」（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を所掌する。 

 （１）ひとり親家庭の実態調査に関すること。 

 （２）ひとり親家庭の支援ニーズの把握に関すること。 

 （３）ひとり親家庭の自立促進計画の策定に関すること。 

 

（組織） 

第３条 委員会は、別表に掲げる委員をもって構成する。 

２ 委員の任期は、令和７年３月３１日までとする。 

３ 委員会には、委員の互選により、委員長及び副委員長を置く。 

４ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第４条 委員会は、秋田県健康福祉部長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員会は、必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができ る。 

 

（事務局） 

第５条 委員会の事務局は、秋田県健康福祉部地域・家庭福祉課に置く。 

 

（その他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に 

定める。 

 

   附 則 

 この要綱は、令和元年６月６日から施行する。 

 

      附 則 

  この要綱は、令和６年７月９日から施行する。 
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秋田県ひとり親家庭等自立促進計画策定委員会委員名簿  

氏  名 所   属 職 名 備  考 

蛭田  一美  

 

聖園学園短期大学 教授 学識者（委員長） 

石川  七絵  秋田市子ども未来部 

子ども福祉課 

課長 秋田県市長会推薦 

（副委員長） 

寺沢  修平 

  

寺沢法律事務所 弁護士 秋田弁護士会推薦 

丹    悟   秋田労働局職業安定部 

職業安定課 

課長 秋田労働局職業安定部推薦 

西谷  浩一 

  

小坂町福祉課 課長 秋田県町村会推薦 

奈良岡 和子 秋田県母子寡婦福祉連合会 副会長 秋田県母子寡婦福祉連合会 

推薦 

小林  儀貴  母子生活支援施設 

白百合ホーム 

施設長 秋田県母子福祉協議会推薦 

加藤  謙太 秋田県中小企業団体中央会 事務局長 秋田県中小企業団体中央会 

推薦 

佐藤  成樹 日本労働組合総連合会 

秋田県連合会 

副事務局長 連合秋田推薦 

石垣  正子 秋田県社会福祉審議会 委員 秋田県社会福祉審議会公簿 

委員 

佐藤  智子 潟上市福祉事務所 母子・父子 

自立支援員 

秋田県母子・父子自立支援 

員連絡協議会推薦 

 

 

 【事務局】 

区 分 課  名 

家庭福祉部門 地域・家庭福祉課 

労働政策部門 雇用労働政策課 

子育て部門 次世代・女性活躍支援課 

保育部門 幼保推進課 
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自立促進計画策定の経過 

 

時 期 事   項 備   考 

令和６年

７月 

「秋田県ひとり親家庭等自立促進計画策

定委員会」設置 
 ・委員等選出 

８月 

～ 

１０月 

 ひとり親家庭等実態調査(アンケート) 

 の実施 
 ・母子、父子、寡婦 

９月  ９月議会（福祉環境委員会）  ・計画骨子の報告 

１０月  第１回策定委員会開催 

・委員長等の選任 

・現計画の取組状況等について 

・次期計画の概要等について  

１１月  第２回策定委員会開催 
 ・調査結果等の評価、分析 

 ・計画素案の検討 

１２月  １２月議会（福祉環境委員会）  ・計画素案の報告 

１２月  パブリックコメントの実施（１か月） 
 ・計画素案に対する意見募集 

  

令和７年

１月 
 第３回策定委員会開催  ・計画案の検討 

２月  ２月議会（福祉環境委員会）  ・計画案の報告 

３月  公表  ・計画の決定等 
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秋田県ひとり親家庭等実態調査の概要 

 

１． 調査目的 

 秋田県内の母子世帯、父子世帯及び寡婦世帯の生活の実態とニーズを把握し、「秋田県

ひとり親家庭等自立促進計画」を策定するための基礎資料を得ることを目的に実施する。 

 

２． 調査対象 

 母子家庭の母、父子家庭の父、寡婦 

 

３． 調査事項 

 世帯の状況、住居の状況、仕事の状況、家計の状況、子どもの状況等 

 

４． 調査基準日 

 令和６年８月１日 

 

５． 調査期間 

 母子及び父子世帯：令和６年８月１日～９月１３日 

 寡婦世帯：令和６年１０月２８日～１１月２２日 

 

６． 調査方法   

無記名で実施 

 （母子及び父子世帯） 

① 児童扶養手当現況届提出時もしくはヒアリング時に記入してもらう。 

② 市町村が対象者に発送する児童扶養手当現況届に同封し、提出で来庁した際に回

収する。 

（寡婦世帯） 

 秋田県母子寡婦福祉連合会の各市町村事務局を通じて依頼し、料金受取人払郵便で回

収 

 

７． 配布・回収状況  

世帯区分 配布数 有効回答数 

母子世帯 

父子世帯 

５，１００ １，６５７ 

１３８ 

寡婦世帯 ３９２       １６２ 
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母子世帯集計結果 
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母子世帯集計結果 
 

【世帯の状況】 

１，母の年齢 

 

 

（R元）   0.0％   7.6％   37.4％  46.5％    6.6％   0.1％   1.7％   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答 総数 平均年齢

回答数 4 104 522 751 127 5 144 1657 40.7

割合 0.2% 6.3% 31.5% 45.3% 7.7% 0.3% 8.7% 100.0%
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２，子どもの状況 

 ア．子どもの人数 

 

 

（R元）    57.5％    32.4％       8.7％     0.9％      0.0％     0.5％ 

イ．就学・就労別 

 

   

（R元）    15.7％  13.4％  18.2％  20.6％ 26.6％   0.7％    1.3％    1.0％   1.3％     1.0％    0.3％ 

 

 

1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答 総数

回答数 1007 485 109 23 6 27 1657

割合 60.8% 29.3% 6.6% 1.4% 0.4% 1.6% 100.0%

12.5%

13.2%

18.4%

22.0%

25.5%

0.5%

2.5%

1.1%

2.1%

1.1%

1.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

小学校入学前

小学生(１～３年生）

小学生（４～６年生）

中学生

高校生

短大生

大学生

専門学校生

就労

その他

無回答

小学校

入学前

小学生

(１～３年生）

小学生

（４～６年生） 中学生 高校生 短大生 大学生 専門学校生 就労 その他 無回答 総数

回答数 306 323 452 539 626 13 62 26 52 28 27 2,454

割合 12.5% 13.2% 18.4% 22.0% 25.5% 0.5% 2.5% 1.1% 2.1% 1.1% 1.1% 100.0%
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３，同居家族の状況 

 ア．同居家族の人数 

 

 

（R元）     43.8％    15.7％     23.6％     11.3％      4.4％     1.3％      0.0％   

 

イ．同居家族の内訳（母子世帯全体に対する割合） 

 

 

（R元）      44.9％     13.5％      16.9％       4.6％       0.8％     3.3％      0.0％ 

０人（母子のみ） 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答 総数

回答数 795 257 363 170 48 24 0 1657

割合 48.0% 15.5% 21.9% 10.3% 2.9% 1.4% 0.0% 100.0%

（複数回答）

父母 兄弟姉妹 祖父母 20歳以上の子 子の配偶者 その他 無回答 総数

回答数 1045 249 329 117 16 66 0 1822

割合 63.1% 15.0% 19.9% 7.1% 1.0% 4.0% 0.0%

回答者数 1657
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４，母子世帯になった年齢 

ア．母の年齢 

 
 

 

（R元）       0.5％     32.5％      47.2％       13.0％        0.7％       0.0％        6.1％ 

イ．末子の年齢 

 

 

（R元）      45.4％     21.4％      10.6％      7.0％       3.1％     1.2％        0.1％    10.8％ 

 

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答 総数

回答数 10 497 754 244 16 0 136 1657

割合 0.6% 30.0% 45.5% 14.7% 1.0% 0.0% 8.2% 100.0%

0～2歳 3～5歳 6～8歳 9～11歳 12～14歳 15～17歳 18～19歳 無回答 総数

回答数 727 345 193 90 56 11 1 234 1657

割合 43.9% 20.8% 11.6% 5.4% 3.4% 0.7% 0.1% 14.1% 100.0%
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５，母子世帯になった理由 

 
 

 

（R元）     0.4％  0.3％    0.6％   90.2％   6.3％    0.0％     0.3％  0.9％     1.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病死 交通事故死 その他の死 離婚 未婚の母 遺棄 行方不明 その他 無回答 総数

回答数 14 2 6 1433 138 2 2 17 43 1657

割合 0.8% 0.1% 0.4% 86.5% 8.3% 0.1% 0.1% 1.0% 2.6% 100.0%
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【住居の状況】 

６，現在の住居 

 

 

（R元）      60.3％   15.8％     0.3％   20.0％     2.1％     0.3％     0.7％    0.5％  

  ７，公営住宅の入居希望 

 

   

（R元）        19.4％    51.5％      29.1％  

 

 

持家 公営住宅 社宅など
借家・借間

（民間アパート）

親族等の

家に同居

母子生活

支援施設
その他 無回答 総数

回答数 1005 243 1 292 29 39 11 37 1657

割合 60.7% 14.7% 0.1% 17.6% 1.8% 2.4% 0.7% 2.2% 100.0%

希望する 希望しない 無回答 総数

回答数 230 952 475 1657

割合 13.9% 57.5% 28.7% 100.0%
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【仕事の状況】 

８，母子世帯になる前の就業状況 

 

 

（R元）        72.1％    27.1％      0.8％ 

９，就業状況の変化 

 

 

（R元）      34.8％    2.5％     28.5％       7.3％      22.3％      2.3％       2.4％ 

就業して

いた

就業して

いなかった
無回答 総数

回答数 1277 359 21 1657

割合 77.1% 21.7% 1.3% 100.0%

変わらない

同じ職場の中

で別の仕事に

変わった

転職した
仕事を

辞めた

仕事に

就いた
その他 無回答 総数

回答数 673 45 489 82 290 40 38 1657

割合 40.6% 2.7% 29.5% 4.9% 17.5% 2.4% 2.3% 100.0%
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１０，就業形態 

 

 

（R元）         2.0％    58.6％     25.2％        2.5％       0.7％        3.2％      6.8％        1.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自営業 常用雇用者
臨時・

パート
派遣社員

家内労働

（内職）
その他

就業して

いない
無回答 総数

回答数 65 1000 388 37 5 36 92 34 1657

割合 3.9% 60.4% 23.4% 2.2% 0.3% 2.2% 5.6% 2.1% 100.0%
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１１，社会保険の加入状況 

 ア．厚生年金又は共済年金 

 

 

（R元）        82.6％    15.5％      1.8％ 

イ．雇用保険 

 

 

（R元）       88.3％       8.9％      2.7％ 

加入して

いる

加入して

いない
無回答 総数

回答数 1231 173 57 1461

割合 84.3% 11.8% 3.9% 100.0%

加入して

いる

加入して

いない
無回答 総数

回答数 1253 129 79 1461

割合 85.8% 8.8% 5.4% 100.0%
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１２，職種 

 

 

（R元）  20.1％  1.1％  25.3％   8.8％    0.4％   0.9％   12.0％   0.3％   21.9％    6.9％   2.3％ 

１３，仕事を探した方法 

 

 

（R元）   44.8％   1.0％  21.6％    5.8％    3.5％    5.7％    6.1％    2.7％    7.6％    1.3％ 

 

 

専門的・技

術的職業
管理的職業 事務 販売 農林・漁業 運輸・通信

技能・製

造・労務
保安職業 サービス業 その他 無回答 総数

回答数 292 22 320 157 26 19 235 1 318 107 34 1531

割合 19.1% 1.4% 20.9% 10.3% 1.7% 1.2% 15.3% 0.1% 20.8% 7.0% 2.2% 100.0%

公共職業安

定所の紹介

就業・自立

支援セン

ターの情報

友人・知人

などの紹介

家族や親せ

きの紹介
学校の紹介 求人情報誌

新聞・チラ

シなどの求

人広告

自営等のた

め探す必要

がなかった

その他 無回答 総数

回答数 622 26 320 120 56 104 72 38 130 43 1531

割合 40.6% 1.7% 20.9% 7.8% 3.7% 6.8% 4.7% 2.5% 8.5% 2.8% 100.0%
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１４，帰宅時間 

 

 
（R元）     9.1％   33.7％    27.8％     10.2％     2.5％      0.9％     2.1％     11.5％     2.3％      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後５時以

前

午後５時～

６時の間

午後６時～

７時の間

午後７時～

８時の間

午後８時～

９時の間

午後９時～

１０時の間

午後１０時

以降

交代制勤務

などで一定

しない

無回答 総数

回答数 203 609 377 106 31 11 22 143 29 1531

割合 13.3% 39.8% 24.6% 6.9% 2.0% 0.7% 1.4% 9.3% 1.9% 100.0%
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１５，資格 

ア．現在持っている資格 

 

 

（R元）  24.7%  10.1%   3.2%   4.1%   4.4%   3.5%  13.0%  2.0%  2.8%    9.5%   3.9%   6.9%  62.0%  25.3%  4.7% 

イ．今後取りたい資格 

 

 

（R元）   12.1%    4.5%   0.2%   5.3%    7.6%   1.0%    18.6%   8.0%    3.5%    9.4%    2.3%   18.0%   1.4%   18.9%  27.1% 

 

（複数回答）

簿

記

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

教

員

看

護

師

調

理

師

理

・

美

容

師

パ

ソ

コ

ン

外

国

語

栄

養

士

介

護

福

祉

士

保

育

士

医

療

事

務

自

動

車

運

転

免

許

そ

の

他

特

に

な

い

総

数

回答数 216 149 40 43 76 61 147 18 44 173 66 75 912 230 162 2,412      

割合 14.9% 10.3% 2.8% 3.0% 5.2% 4.2% 10.1% 1.2% 3.0% 11.9% 4.5% 5.2% 62.9% 15.9% 11.2%

回答者数 1451

（複数回答）

簿

記

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

教

員

看

護

師

調

理

師

理

・

美

容

師

パ

ソ

コ

ン

外

国

語

栄

養

士

介

護

福

祉

士

保

育

士

医

療

事

務

自

動

車

運

転

免

許

そ

の

他

特

に

な

い

総

数

回答数 76 20 5 18 45 6 119 22 19 49 12 87 10 107 185 780

割合 13.2% 3.5% 0.9% 3.1% 7.8% 1.0% 20.7% 3.8% 3.3% 8.5% 2.1% 15.2% 1.7% 18.6% 32.2%

回答者数 574
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１６，就業の希望 

 

 

（R元）          84.0%        12.0%          4.0% 

就職していない理由 

 

 

6.3%       4.8%      12.7%       39.7%        4.8%       1.6%        9.5%       0.0%       0.0%        9.5%       11.1% 

就職したい

就職は

考えてい

ない

無回答 総数

回答数 79 10 3 92

割合 85.9% 10.9% 3.3% 100.0%

子

ど

も

の

世

話

を

し

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

他

の

家

族

の

介

護

や

世

話

の

た

め

自

分

が

病

気

（

病

弱

）

で

働

け

な

い

求

職

中

で

あ

る

職

業

訓

練

を

受

け

る

な

ど

、

技

術

を

習

得

中

で

あ

る

収

入

面

で

条

件

の

合

う

仕

事

が

な

い

時

間

に

つ

い

て

条

件

の

合

う

仕

事

が

な

い

年

齢

制

限

の

た

め

適

当

な

仕

事

が

な

い

仕

事

に

必

要

な

専

門

知

識

や

資

格

が

な

い そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 8 1 17 40 3 0 3 0 0 6 1 79

割合 10.1% 1.3% 21.5% 50.6% 3.8% 0.0% 3.8% 0.0% 0.0% 7.6% 1.3% 100.0%
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１７，要望する就業支援策 

 

 
（R元）    22.9%     38.9%     9.8%       6.7%      18.3%      7.8%       6.0%     17.0%     17.3%      2.8%     35.2% 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

技

能

訓

練

・

職

業

訓

練

な

ど

の

機

会

が

増

え

る

こ

と

技

能

訓

練

受

講

な

ど

に

経

済

的

援

助

が

受

け

ら

れ

る

こ

と

求

職

、

通

学

時

な

ど

に

一

時

的

に

子

ど

も

を

預

か

っ

て

も

ら

え

る

こ

と

就

職

相

談

が

1

カ

所

で

受

け

ら

れ

る

こ

と

就

職

の

た

め

の

支

援

策

な

ど

の

情

報

が

得

ら

れ

る

こ

と

自

分

で

事

業

を

起

こ

す

場

合

に

相

談

や

援

助

を

受

け

ら

れ

る

こ

と

保

育

所

が

整

備

さ

れ

る

こ

と

延

長

保

育

・

休

日

保

育

が

充

実

す

る

こ

と

学

童

保

育

が

充

実

す

る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 350 624 213 146 295 163 67 213 245 36 544 2,896      

割合 21.1% 37.7% 12.9% 8.8% 17.8% 9.8% 4.0% 12.9% 14.8% 2.2% 32.8%

回答者数 1657
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【家計の状況】 

１８，年間収入 

 ア．年間総収入 

 

 

（R元） 2.5%   6.4% 13.2%  16.3%  15.5%  10.6% 6.1%   2.8%   2.0%   0.7%  0.5%  0.1%   0.4%  0.0%   0.0%   0.0%  0.0%  22.9% 

  イ．年間就労収入 

 

 

（R元） 5.6%  10.5%  21.4% 17.9% 11.1%   6.1%   3.6%  1.9%  0.9%   0.5%   0.2%   0.1%  0.3%  0.0%   0.0%  0.0%   0.0%  19.8% 

 

50万円未満
50～100万円

未満

100～150万

円未満

150～200万

円未満

200～250万

円未満

250～300万

円未満

300～350万

円未満

350～400万

円未満

400～450万

円未満

450～500万

円未満

500～550万

円未満

550～600万

円未満

600～650万

円未満

650～700万

円未満

700～750万

円未満

750～800万

円未満
800万円以上 無回答 総数

回答数 58 68 177 194 258 190 131 76 34 16 15 6 2 1 1 3 9 418 1657

割合 3.5% 4.1% 10.7% 11.7% 15.6% 11.5% 7.9% 4.6% 2.1% 1.0% 0.9% 0.4% 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.5% 25.2% 100.0%

50万円未満
50～100万円

未満

100～150万

円未満

150～200万

円未満

200～250万

円未満

250～300万

円未満

300～350万

円未満

350～400万

円未満

400～450万

円未満

450～500万

円未満

500～550万

円未満

550～600万

円未満

600～650万

円未満

650～700万

円未満

700～750万

円未満

750～800万

円未満
800万円以上 無回答 総数

回答数 51 88 219 196 247 126 82 42 19 10 9 4 3 4 1 1 5 458 1565

割合 3.3% 5.6% 14.0% 12.5% 15.8% 8.1% 5.2% 2.7% 1.2% 0.6% 0.6% 0.3% 0.2% 0.3% 0.1% 0.1% 0.3% 29.3% 100.0%
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１９，養育費の取り決め状況 

 ア．取り決め状況 

 

 

 

（R元）   46.9%     44.5%    8.6% 

                                            

 

イ．取り決めの方法 

 

 

 

 

71.0%     26.8%     2.1% 

 

 

ウ．家庭裁判所の関与 

                                          

 

 

（R元）   53.2%    46.8%     0.0% 

 

 

 

 

 

取り決めを

している

取り決めを

していない
無回答 総数

回答数 721 627 85 1433

割合 50.3% 43.8% 5.9% 100.0%

文書あり 文書なし 無回答 総数

回答数 473 245 3 721

割合 65.6% 34.0% 0.4% 100.0%

関与あり 関与なし 無回答 総数

回答数 248 211 14 473

割合 52.4% 44.6% 3.0% 100.0%
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エ．取り決めをしていない理由 

 

 

 

（R元）    0.9%       3.8%     36.4%      2.3%      1.1%      9.7%      1.1%     27.4%      0.5%      7.7%      9.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自

分

の

収

入

等

で

経

済

的

に

問

題

な

い

か

ら

取

り

決

め

の

交

渉

が

わ

ず

ら

わ

し

い

か

ら 相

手

に

支

払

う

意

思

や

能

力

が

な

い

と

思

っ

た

か

ら

相

手

に

養

育

費

を

請

求

で

き

る

と

思

わ

な

か

っ

た

か

ら

子

ど

も

を

引

き

取

っ

た

方

が

養

育

費

を

負

担

す

る

も

の

と

思

っ

て

い

た

か

ら

取

り

決

め

の

交

渉

を

し

た

が

、

ま

と

ま

ら

な

か

っ

た

か

ら

現

在

交

渉

中

又

は

今

後

交

渉

予

定

で

あ

る

か

ら

相

手

と

関

わ

り

た

く

な

い

か

ら

養

育

費

の

請

求

方

法

が

分

か

ら

な

か

っ

た

か

ら

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 15 47 222 10 7 62 9 177 5 45 28 627

割合 2.4% 7.5% 35.4% 1.6% 1.1% 9.9% 1.4% 28.2% 0.8% 7.2% 4.5% 100.0%
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２０，養育費の受給状況 

ア．受給状況 

 

 
（R元）         35.1%         12.2%        47.5%         5.1% 

イ．養育費の金額 

 
 

 

 

（R元）   1.1%    32.3%   35.7%    20.9%    1.5%    0.4%     0.4%    5.3%    2.3% 

 

 

現在も受

けている

受けたこ

とはある

が現在は

受けてい

ない

受けたこ

とがない
無回答 総数

回答数 537 163 636 97 1433

割合 37.5% 11.4% 44.4% 6.8% 100.0%

1万円未満
1～3万円

未満

3～5万円

未満

5～10万円

未満

10～15万

円未満

15～20万

円未満

20万円以

上

決まって

いない
無回答 総数 平均金額

回答数 5 211 228 155 15 2 2 41 41 700 37,818

割合 0.7% 30.1% 32.6% 22.1% 2.1% 0.3% 0.3% 5.9% 5.9% 100.0%
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２１，債務の状況 

ア．債務の有無 

 

 

（R元）        23.6%        58.9%        17.4% 

イ．債務の金額 

 

（R元）        1.9%      12.7%        13.5%      38.1%         6.5%        1.9%       8.8%      16.5% 

 

ある ない 無回答 総数

回答数 268 712 677 1657

割合 16.2% 43.0% 40.9% 100.0%

10万円未満
10～50万円

未満

50～100万

円未満

100～250万

円未満

250～500万

円未満

500～1,000

万円未満

1,000万円以

上
無回答 総数 平均金額

回答数 4 32 37 86 18 7 31 53 268 3,869,256

割合 1.5% 11.9% 13.8% 32.1% 6.7% 2.6% 11.6% 19.8% 100.0%
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【子どもの状況】 

２２，未就学児の保育 

 

 

（R元）      28.8%      3.9%      0.4%      0.0%      0.0%     53.7%      7.4%     0.0%      0.0%      0.4%      5.2% 

保育所の待機 

 

 

3.9%           88.3%           7.8% 

（該当する子どもが複数いる場合は複数選択）

母親自身 同居の家族 親戚 友人・知人 近所の人 保育所 幼稚園
ベビーシッ

ター等

世話をする

人がいない
その他 無回答 総数

回答数 122 29 0 1 0 143 20 0 0 5 13 333

割合 36.6% 8.7% 0.0% 0.3% 0.0% 42.9% 6.0% 0.0% 0.0% 1.5% 3.9% 100.0%

待機をし

ている

待機をし

ていない
無回答 総数

回答数 2 30 77 109

割合 1.8% 27.5% 70.6% 100.0%
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２３，小学校低学年の放課後の過ごし方 

 

 

（R元）        36.1%       6.3%        1.9%        1.9%       13.9%      53.8%        5.3%        7.2%        0.5% 

２４，子どもの進学に対する希望 

 

 

（R元）          0.4%          26.3%         3.4%         37.3%         9.9%          2.8%         19.9% 

 

(複数回答)

自宅に大

人と一緒

にいる

自宅に子

どもだけ

でいる

親戚の家 友達の家 児童館

放課後児童

クラブ（学

童保育）

塾・習い

事
その他 無回答 総数

回答数 103 30 13 2 16 174 8 10 14 370

割合 36.3% 10.6% 4.6% 0.7% 5.6% 61.3% 2.8% 3.5% 4.9%

回答者数 284

中学校 高校 短大 大学 専門学校 その他 無回答 総数

回答数 4 481 47 570 175 56 324 1657

割合 0.2% 29.0% 2.8% 34.4% 10.6% 3.4% 19.6% 100.0%
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【公的福祉制度（福祉施策）】 

２５，要望する福祉制度 

 

 
（R元）      31.3%      13.4%       4.8%      14.1%      69.7%      23.5%      4.9%      20.0%      1.5%       13.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

病

気

な

ど

の

場

合

に

一

時

的

に

子

ど

も

を

預

け

ら

れ

る

制

度

の

充

実

家

事

・

育

児

に

困

っ

た

と

き

家

庭

生

活

支

援

員

を

派

遣

す

る

日

常

生

活

支

援

制

度

の

充

実

子

ど

も

の

話

し

相

手

な

ど

を

派

遣

す

る

制

度

の

充

実

各

種

相

談

事

業

の

充

実

各

種

手

当

・

年

金

・

給

付

金

な

ど

の

充

実

貸

付

金

制

度

の

充

実

保

育

所

の

優

先

入

所

公

営

住

宅

の

優

先

入

居

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 481 285 64 216 1134 326 58 249 32 277 3,122

割合 29.0% 17.2% 3.9% 13.0% 68.4% 19.7% 3.5% 15.0% 1.9% 16.7%

回答者数 1657
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２６，福祉制度の利用状況 

ア．利用している又は利用したことがある制度 

 

イ．今後利用したい制度 

 

 

※割合は回答者数で算出 
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（R元年度） 

 ア 利用している制度 

   

 

 イ 今後利用したい制度 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



 

61 

 

２７，制度を知った方法 

 

 
（R元）       5.8%         32.5%      28.8%       0.9%       11.3%        17.7%        3.4%        6.6%      25.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

県

の

広

報

誌

市

町

村

の

広

報

誌

市

町

村

・

県

機

関

の

窓

口

民

生

・

児

童

委

員

友

人

・

知

人

各

種

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

・

チ

ラ

シ

等

新

聞

・

テ

レ

ビ

等

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 121 522 515 29 191 215 40 91 421 2145

割合 7.3% 31.5% 31.1% 1.8% 11.5% 13.0% 2.4% 5.5% 25.4%

回答者数 1657
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【生活上の問題、その他】 

２８，面会交流の取り決め状況 

ア．取り決めの有無 

 

28.0%  63.0%  9.0% 

  

イ．取り決めの方法  

 

 

（R元）     67.6%      32.4%      0.0% 

  

 

ウ．家庭裁判所の関与 

 

 

 

（R元）      56.4%      41.0%       2.7%   

 

取り決めを

している

取り決めを

していない
無回答 総数

回答数 422 886 125 1433

割合 29.4% 61.8% 8.7% 100.0%

文書あり 文書なし 無回答 総数

回答数 283 138 1 422

割合 67.1% 32.7% 0.2% 100.0%

関与あり 関与なし 無回答 総数

回答数 149 124 10 283

割合 52.7% 43.8% 3.5% 100.0%
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エ．取り決めをしていない理由 

 

 
（R元）        2.9%       5.0%      14.5%       7.8%       3.8%       0.5%      35.8%      5.0%      12.6%    12.1% 

 

 

 

 

 

 

 

面

会

交

流

の

制

度

を

知

ら

な

か

っ

た

か

ら

取

り

決

め

の

交

渉

が

わ

ず

ら

わ

し

い

か

ら

相

手

が

望

ま

な

か

っ

た

か

ら

子

ど

も

が

望

ん

で

い

な

い

か

ら

取

り

決

め

の

交

渉

を

し

た

が

、

ま

と

ま

ら

な

か

っ

た

か

ら

現

在

交

渉

中

又

は

今

後

交

渉

予

定

で

あ

る

相

手

と

関

わ

り

た

く

な

い

か

ら

養

育

費

等

の

約

束

が

不

履

行

だ

か

ら

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 19 64 141 74 39 8 300 22 129 90 886

割合 2.1% 7.2% 15.9% 8.4% 4.4% 0.9% 33.9% 2.5% 14.6% 10.2% 100.0%
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２９，面会交流の状況 

 

 

 

26.1%    13.7%    54.0%    6.2% 

３０，子どもに関する悩み 

 

 

（R元）    23.1%     61.5%    15.6%     1.7%      7.9%     3.8%      5.2%     1.3%     6.9%     3.4%     11.8%     8.6% 

 

 

 

 

（複数回答）

し

つ

け

教

育

・

進

学

就

職

非

行

健

康

食

事

身

の

ま

わ

り

結

婚

い

じ

め

・

不

登

校

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

総

数

回答数 272 968 271 16 189 100 90 9 122 42 213 160 2,452

割合 16.4% 58.4% 16.4% 1.0% 11.4% 6.0% 5.4% 0.5% 7.4% 2.5% 12.9% 9.7%

回答者数 1657

現

在

も

面

会

交

流

を

行

っ

て

い

る 以

前

行

っ

て

い

た

が

現

在

行

っ

て

い

な

い 行

っ

て

い

な

い

無

回

答

総

数

回答数 369 176 750 138 1433

割合 25.8% 12.3% 52.3% 9.6% 100.0%
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３１，母子世帯になった当時困ったこと 

 

 

（R元）       69.1%      32.6%      9.6%        4.0%      7.5%       5.3%       19.5%       1.2%      7.0%       7.6% 

３２，現在困っていること 

 

 

（R元）       57.3%      17.9%       8.0%       6.1%     11.7%       4.3%      11.3%       5.4%       15.6%      8.0% 

（複数回答）

生活費 仕事 住居 家事 健康 相談相手 子どもの世話 その他 特にない 無回答 総数

回答数 1144 438 173 71 146 82 322 25 128 128 2,657

割合 69.0% 26.4% 10.4% 4.3% 8.8% 4.9% 19.4% 1.5% 7.7% 7.7%

回答者数 1657

（複数回答）

生活費 仕事 住居 家事 健康 相談相手 子どもの世話 その他 特にない 無回答 総数

回答数 987 245 150 83 230 69 167 70 255 142 2,398

割合 59.6% 14.8% 9.1% 5.0% 13.9% 4.2% 10.1% 4.2% 15.4% 8.6%

回答者数 1657
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３３，相談相手 

 

 

（R元）          68.0%         11.3%       11.7%          2.5%         6.4% 

 

相談相手の内訳 

 

 

  （R 元）         80.0%        72.4%        1.6%         0.1%         0.0%        2.8%          1.6%        0.3% 

いる 欲しい いない 必要がない 無回答 総数

回答数 1146 136 172 48 155 1657

割合 69.2% 8.2% 10.4% 2.9% 9.4% 100.0%

（複数回答）

親

族

友

人

・

知

人

母

子

・

父

子

自

立

支

援

員

等

民

生

・

児

童

委

員

母

子

寡

婦

福

祉

団

体

公

的

機

関

(

福

祉

事

務

所

等

) そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 910 809 25 5 8 20 18 8 1803

割合 79.4% 70.6% 2.2% 0.4% 0.7% 1.7% 1.6% 0.7%

回答者数 1146
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３４，希望する施策 

 

 
（R元）    14.4%   22.1%   56.8%   11.0%    0.5%   13.4%   12.4%   20.1%     7.5%   30.6%    14.9%    3.2%    1.7%   12.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

職

業

訓

練

の

場

や

働

く

機

会

の

増

加

養

育

費

の

確

保

対

策

の

充

実

児

童

扶

養

手

当

制

度

の

充

実

公

営

住

宅

の

優

先

入

居

家

庭

生

活

支

援

員

派

遣

制

度

の

充

実

夜

間

・

休

日

・

病

児

、

病

後

児

保

育

の

充

実

放

課

後

児

童

ク

ラ

ブ

(

学

童

保

育

)

の

充

実

仕

事

の

た

め

の

技

能

、

資

格

、

免

許

を

取

得

す

る

た

め

の

講

習

会

の

充

実

生

活

上

の

不

安

や

悩

み

の

相

談

窓

口

の

充

実

医

療

費

制

度

の

充

実

母

子

父

子

寡

婦

福

祉

資

金

貸

付

制

度

の

充

実

公

的

機

関

に

よ

る

連

携

・

支

援

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

構

築
そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 213 332 1022 141 31 217 158 246 106 468 202 56 28 256 3,476

割合 12.9% 20.0% 61.7% 8.5% 1.9% 13.1% 9.5% 14.8% 6.4% 28.2% 12.2% 3.4% 1.7% 15.4%

回答者数 1657
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父子世帯集計結果 
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父子世帯集計結果 
 

【世帯の状況】 

１，父の年齢 

 

 

（R元）   0.0%    5.6%   23.4%    50.8%     17.3%      2.0%     1.0%     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答 総数 平均年齢

回答数 0 3 21 82 27 5 0 138 45.2

割合 0.0% 2.2% 15.2% 59.4% 19.6% 3.6% 0.0% 100.0%
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２，子どもの状況 

 ア．子どもの人数 

 

 

（R元）       52.3%        39.6%         6.6%         0.5%         0.5%         0.5%  

イ．就学・就労別 

 

  

 

（R元）    8.1%       8.1%      21.1%     18.5%    34.1%     1.0%     1.9%       1.6%      3.9%     1.3%      0.3%  

1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答 総数

回答数 79 43 11 2 1 2 138

割合 57.2% 31.2% 8.0% 1.4% 0.7% 1.4% 100.0%

小学校入

学前

小学生

(1～3年生)

小学生

(4～6年生)
中学生 高校生 短大生 大学生 専門学校生 就労 その他 無回答 総数

回答数 13 17 30 57 82 1 0 1 9 1 2 213

割合 6.1% 8.0% 14.1% 26.8% 38.5% 0.5% 0.0% 0.5% 4.2% 0.5% 0.9% 100.0%
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３，同居家族の状況 

 ア．同居家族の人数 

 

 

（R元）       26.4%        22.3%         31.5%        14.7%          5.6%    1.0%       0.0% 

イ．同居家族の内訳（父子世帯全体に対する割合） 

 

 

（R元）     54.9%          13.1%         22.8%         3.4%         1.5%        4.4%        0.0%  

０人（父子

のみ）

37.7%

1人

18.1%

2人

31.2%

3人

8.0%

4人

2.9%

5人以上

2.2% 無回答

0.0%

０人（父子のみ） 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答 総数

回答数 52 25 43 11 4 3 0 138

割合 37.7% 18.1% 31.2% 8.0% 2.9% 2.2% 0.0% 100.0%

（複数回答）

父母 兄弟姉妹 祖父母 20歳以上の子 子の配偶者 その他 無回答 総数

回答数 102 15 39 5 3 11 0 175

割合 73.9% 10.9% 28.3% 3.6% 2.2% 8.0% 0.0%

回答者数 138
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４，父子世帯になった年齢 

ア．父の年齢 

 
 

 

（R元）      0.0%        18.8%        44.7%        23.9%         4.6%         0.5%        7.6%  

イ．末子の年齢 

 

 

（R元）       24.9%         31.0%       17.3%        10.2%           4.1%       2.0%         0.0%         10.7% 

 

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答 総数

回答数 0 19 62 32 11 0 14 138

割合 0.0% 13.8% 44.9% 23.2% 8.0% 0.0% 10.1% 100.0%

0～2歳 3～5歳 6～8歳 9～11歳 12～14歳 15～17歳 18～19歳 無回答 総数

回答数 37 37 24 13 10 3 0 14 138

割合 26.8% 26.8% 17.4% 9.4% 7.2% 2.2% 0.0% 10.1% 100.0%
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５，父子世帯になった理由 

 
 

 

（R元）        7.6%        0.0%        2.0%       89.3%                    0.0%        0.0%         0.5%       0.5% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病死 交通事故死 その他の死 離婚 未婚の父 遺棄 行方不明 その他 無回答 総数

回答数 3 1 2 128 0 0 0 1 3 138

割合 2.2% 0.7% 1.4% 92.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 2.2% 100.0%
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【住居の状況】 

６，現在の住居 

 

 

（R元）       81.2%         8.1%          0.0%         6.1%         4.6%         0.0%         0.0% 

  ７，公営住宅の入居希望 

 

   

（R元）        10.2%       59.4%        30.5% 

 

持家 公営住宅 社宅など
借家・借間

（民間アパート）

親族等の

家に同居
その他 無回答 総数

回答数 123 5 0 5 2 1 2 138

割合 89.1% 3.6% 0.0% 3.6% 1.4% 0.7% 1.4% 100.0%

希望する 希望しない 無回答 総数

回答数 7 96 35 138

割合 5.1% 69.6% 25.4% 100.0%
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【仕事の状況】 

８，父子世帯になる前の就業状況 

 

 

（R元）       95.4%         4.1%          0.5% 

９，就業状況の変化 

 

 

（R元）       63.5%          6.1%         20.8%         5.1%          2.0%        2.0%         0.5% 

就業して

いた

就業して

いなかった
無回答 総数

回答数 133 3 2 138

割合 96.4% 2.2% 1.4% 100.0%

変わらない

同じ職場の中

で別の仕事に

変わった

転職した
仕事を

辞めた

仕事に

就いた
その他 無回答 総数

回答数 92 6 32 2 2 1 3 138

割合 66.7% 4.3% 23.2% 1.4% 1.4% 0.7% 2.2% 100.0%
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１０，就業形態 

 

 

（R元）         12.7%       76.1%         4.6%         0.0%         0.0%         1.0%         5.1%         0.5% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自営業 常用雇用者
臨時・

パート
派遣社員

家内労働

（内職）
その他

就業して

いない
無回答 総数

回答数 14 107 4 2 0 6 3 2 138

割合 10.1% 77.5% 2.9% 1.4% 0.0% 4.3% 2.2% 1.4% 100.0%
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１１，社会保険の加入状況 

 ア．厚生年金又は共済年金 

 

 

（R元）       72.1%        7.1%        20.8% 

イ．雇用保険 

 

 

（R元）       72.1%        4.6%         23.4% 

加入して

いる

加入して

いない
無回答 総数

回答数 109 5 5 119

割合 91.6% 4.2% 4.2% 100.0%

加入して

いる

加入して

いない
無回答 総数

回答数 107 5 7 119

割合 89.9% 4.2% 5.9% 100.0%
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１２，職種 

 

 

（R元）       7.6%      6.6%      4.1%      5.1%      6.1%     11.7%      38.6%     1.5%      8.6%     4.1%      6.1% 

１３，仕事を探した方法 

 

 

（R元）     25.9%        2.0%      24.4%      13.2%      10.7%       1.0%       1.5%      10.2%      3.6%       7.6% 

 

 

専門的・技

術的職業
管理的職業 事務 販売 農林・漁業 運輸・通信

技能・製

造・労務
保安職業 サービス業 その他 無回答 総数

回答数 12 10 2 6 16 15 48 3 10 9 2 133

割合 9.0% 7.5% 1.5% 4.5% 12.0% 11.3% 36.1% 2.3% 7.5% 6.8% 1.5% 100.0%

公共職業安

定所の紹介

就業・自立

支援セン

ターの情報

友人・知人

などの紹介

家族や親せ

きの紹介
学校の紹介 求人情報誌

新聞・チラ

シなどの求

人広告

自営等のた

め探す必要

がなかった

その他 無回答 総数

回答数 41 2 41 15 4 5 1 11 7 6 133

割合 30.8% 1.5% 30.8% 11.3% 3.0% 3.8% 0.8% 8.3% 5.3% 4.5% 100.0%
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１４，帰宅時間 

 

 
（R元）       5.1%       33.0%       20.3%       8.6%         5.6%        2.5%        1.5%       15.2%      8.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後５時以

前

午後５時～

６時の間

午後６時～

７時の間

午後７時～

８時の間

午後８時～

９時の間

午後９時～

１０時の間

午後１０時

以降

交代制勤務

などで一定

しない

無回答 総数

回答数 10 51 30 11 3 0 3 20 5 133

割合 7.5% 38.3% 22.6% 8.3% 2.3% 0.0% 2.3% 15.0% 3.8% 100.0%
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１５，資格 

ア．現在持っている資格 

 

 

（R元） 11.2%    2.6%    0.9%    0.0%    2.6%   0.0%    1.7%    0.9%    0.0%   5.2%    0.0%    0.0%   66.4%  64.7%   0.9% 

イ．今後取りたい資格 

 

 

（R元）   1.7%   1.7%    0.0%   1.7%    5.2%    0.0%    15.5%   1.7%   0.0%    0.0%    0.0%   1.7%    0.0%   43.1%   46.6%  

 

 

（複数回答）

簿

記

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

教

員

看

護

師

調

理

師

理

・

美

容

師

パ

ソ

コ

ン

外

国

語

栄

養

士

介

護

福

祉

士

保

育

士

医

療

事

務

自

動

車

運

転

免

許

そ

の

他

特

に

な

い

総

数

回答数 12 4 2 0 5 2 9 1 0 3 1 0 91 17 18 165

割合 10.0% 3.3% 1.7% 0.0% 4.2% 1.7% 7.5% 0.8% 0.0% 2.5% 0.8% 0.0% 75.8% 14.2% 15.0%

回答者数 120

（複数回答）

簿

記

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

教

員

看

護

師

調

理

師

理

・

美

容

師

パ

ソ

コ

ン

外

国

語

栄

養

士

介

護

福

祉

士

保

育

士

医

療

事

務

自

動

車

運

転

免

許

そ

の

他

特

に

な

い

総

数

回答数 2 0 0 1 1 0 2 0 0 4 0 1 0 8 11 30

割合 8.7% 0.0% 0.0% 4.3% 4.3% 0.0% 8.7% 0.0% 0.0% 17.4% 0.0% 4.3% 0.0% 34.8% 47.8%

回答者数 23
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１６，就業の希望 

 

 

（R元）        80.0%      20.0%         0.0%     

就職していない理由 

 

 

0.0%        0.0%       25.0%       62.5%       0.0%        0.0%       0.0%       0.0%         0.0%       0.0%     12.5% 

就職したい

就職は

考えてい

ない

無回答 総数

回答数 3 0 0 3

割合 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

子

ど

も

の

世

話

を

し

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

他

の

家

族

の

介

護

や

世

話

の

た

め

自

分

が

病

気

（

病

弱

）

で

働

け

な

い

求

職

中

で

あ

る

職

業

訓

練

を

受

け

る

な

ど

、

技

術

を

習

得

中

で

あ

る

収

入

面

で

条

件

の

合

う

仕

事

が

な

い

時

間

に

つ

い

て

条

件

の

合

う

仕

事

が

な

い

年

齢

制

限

の

た

め

適

当

な

仕

事

が

な

い

仕

事

に

必

要

な

専

門

知

識

や

資

格

が

な

い

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

割合 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
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１７，要望する就業支援策 

 

 
（R元）   25.4%     36.0%     4.6%       5.1%     14.2%     15.7%      5.6%      12.2%      13.7%     4.1%    33.5% 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

技

能

訓

練

・

職

業

訓

練

な

ど

の

機

会

が

増

え

る

こ

と

技

能

訓

練

受

講

な

ど

に

経

済

的

援

助

が

受

け

ら

れ

る

こ

と

求

職

、

通

学

時

な

ど

に

一

時

的

に

子

ど

も

を

預

か

っ

て

も

ら

え

る

こ

と

就

職

相

談

が

1

カ

所

で

受

け

ら

れ

る

こ

と

就

職

の

た

め

の

支

援

策

な

ど

の

情

報

が

得

ら

れ

る

こ

と

自

分

で

事

業

を

起

こ

す

場

合

に

相

談

や

援

助

を

受

け

ら

れ

る

こ

と

保

育

所

が

整

備

さ

れ

る

こ

と

延

長

保

育

・

休

日

保

育

が

充

実

す

る

こ

と

学

童

保

育

が

充

実

す

る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 34 46 7 7 22 22 8 10 18 2 54 230

割合 24.6% 33.3% 5.1% 5.1% 15.9% 15.9% 5.8% 7.2% 13.0% 1.4% 39.1%

回答者数 138
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【家計の状況】 

１８，年間収入 

 ア．年間総収入 

 

 
（R元） 2.0%  4.1%   2.5%   7.6%  7.6%   18.8%  12.7% 12.7% 7.1%   1.5%  2.5%   1.5%   1.0%   0.0%  0.5%  0.0%   0.5%  17.3%  

 

  イ．年間就労収入 

 

 

（R元）  2.1%  4.3%   7.0%  9.6%  14.4%  15.5%  11.2% 5.9%   5.9%  2.1%   0.0%   1.1%  1.1%  0.0%   0.5%   0.0%  0.5%  18.7% 

 

 

50万円未満
50～100万

円未満

100～150万

円未満

150～200万

円未満

200～250万

円未満

250～300万

円未満

300～350万

円未満

350～400万

円未満

400～450万

円未満

450～500万

円未満

500～550万

円未満

550～600万

円未満

600～650万

円未満

650～700万

円未満

700～750万

円未満

750～800万

円未満

800万円以

上
無回答 総数

回答数 3 2 3 7 12 22 25 20 10 2 1 1 0 1 0 1 3 25 138

割合 2.2% 1.4% 2.2% 5.1% 8.7% 15.9% 18.1% 14.5% 7.2% 1.4% 0.7% 0.7% 0.0% 0.7% 0.0% 0.7% 2.2% 18.1% 100.0%

50万円未満
50～100万

円未満

100～150万

円未満

150～200万

円未満

200～250万

円未満

250～300万

円未満

300～350万

円未満

350～400万

円未満

400～450万

円未満

450～500万

円未満

500～550万

円未満

550～600万

円未満

600～650万

円未満

650～700万

円未満

700～750万

円未満

750～800万

円未満

800万円以

上
無回答 総数

回答数 3 3 8 12 14 20 24 14 7 3 0 0 0 1 0 1 3 22 135

割合 2.2% 2.2% 5.9% 8.9% 10.4% 14.8% 17.8% 10.4% 5.2% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.7% 2.2% 16.3% 100.0%
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１９，養育費の取り決め状況 

 ア．取り決め状況 

 

 

 

 

  

 

 

 

（R元）    21.0%    70.5%      8.5% 

 

                                            

イ．取り決めの方法 

 

 

 

 

（R元）  62.2%      37.8%       0.0%   

 

ウ．家庭裁判所の関与 

 

                                          

 

 

（R元）  60.9%      39.1%      0.0% 

 

 

 

 

 

取り決めを

している

取り決めを

していない
無回答 総数

回答数 34 89 5 128

割合 26.6% 69.5% 3.9% 100.0%

文書あり 文書なし 無回答 総数

回答数 20 14 0 34

割合 58.8% 41.2% 0.0% 100.0%

関与あり 関与なし 無回答 総数

回答数 11 8 1 20

割合 55.0% 40.0% 5.0% 100.0%
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エ．取り決めをしていない理由 

 

 

 

（R元）     12.1%     4.0%     31.5%      5.6%      8.1%      1.6%      0.0%      35.5%      0.0%     1.6%      0.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自

分

の

収

入

等

で

経

済

的

に

問

題

な

い

か

ら

取

り

決

め

の

交

渉

が

わ

ず

ら

わ

し

い

か

ら 相

手

に

支

払

う

意

思

や

能

力

が

な

い

思

っ

た

か

ら

相

手

に

養

育

費

を

請

求

で

き

る

と

思

わ

な

か

っ

た

か

ら

子

ど

も

を

引

き

取

っ

た

方

が

養

育

費

を

負

担

す

る

も

の

と

思

っ

て

い

た

か

ら

取

り

決

め

の

交

渉

を

し

た

が

、

ま

と

ま

ら

な

か

っ

た

か

ら

現

在

交

渉

中

又

は

今

後

交

渉

予

定

で

あ

る

か

ら

相

手

と

関

わ

り

た

く

な

い

か

ら

養

育

費

の

請

求

方

法

が

分

か

ら

な

か

っ

た

か

ら

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 5 6 35 7 2 0 0 26 0 3 5 89

割合 5.6% 6.7% 39.3% 7.9% 2.2% 0.0% 0.0% 29.2% 0.0% 3.4% 5.6% 100.0%
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２０，養育費の受給状況 

ア．受給状況 

 

 

（R元）        4.5%          5.1%         86.4%          4.0% 

イ．養育費の金額 

 

 

（R元）      0.0%      76.5%       5.9%       11.8%      0.0%       0.0%       0.0%      0.0%       5.9%  

 

 

現在も受

けている

受けたこ

とはある

が現在は

受けてい

ない

受けたこ

とがない
無回答 総数

回答数 16 3 97 12 128

割合 12.5% 2.3% 75.8% 9.4% 100.0%

0.0%

47.4%

36.8%

5.3%

0.0%

0.0%

0.0%

10.5%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

1万円未満

1～3万円未満

3～5万円未満

5～10万円未満

10～15万円未満

15～20万円未満

20万円以上

決まっていない

無回答

1万円未満
1～3万円

未満

3～5万円

未満

5～10万円

未満

10～15万

円未満

15～20万

円未満

20万円以

上

決まって

いない
無回答 総数 平均金額

回答数 0 9 7 1 0 0 0 2 0 19 24,000

割合 0.0% 47.4% 36.8% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5% 0.0% 100.0%
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２１，債務の状況 

ア．債務の有無 

 

 

（R元）      33.5%         49.7%         16.8%   

イ．債務の金額 

 

（R元）        4.5%       4.5%        7.6%       34.8%        19.7%       9.1%       13.6%       6.1% 

 

ある ない 無回答 総数

回答数 26 47 65 138

割合 18.8% 34.1% 47.1% 100.0%

10万円未満
10～50万円

未満

50～100万

円未満

100～250万

円未満

250～500万

円未満

500～1,000

万円未満

1,000万円

以上
無回答 総数 平均金額

回答数 0 2 4 4 4 4 7 1 26 7,281,600

割合 0.0% 7.7% 15.4% 15.4% 15.4% 15.4% 26.9% 3.8% 100.0%
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【子どもの状況】 

２２，未就学児の保育 

 

 

（R元）      13.6%    27.3%     0.0%      0.0%      0.0%      40.9%      4.5%      0.0%      0.0%       0.0%      13.6% 

保育所の待機 

 

 

            8.3%         33.3%            58.3% 

（該当する子どもが複数いる場合は複数選択）

父親自身 同居の家族 親戚 友人・知人 近所の人 保育所 幼稚園
ベビーシッ

ター等

世話をする

人がいない
その他 無回答 総数

回答数 1 1 0 0 0 6 1 0 0 0 1 10

割合 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0%

待機をし

ている

待機をし

ていない
無回答 総数

回答数 0 0 2 2

割合 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%
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２３，小学校低学年の放課後の過ごし方 

 

 

（R元）       62.5%      8.3%         0.0%         0.0%        4.2%        41.7%       12.5%      8.3%       8.3% 

２４，子どもの進学に対する希望 

 

 

（R元）          0.0%        39.6%        2.0%         33.5%          6.1%        1.5%        17.3% 

 

(複数回答)

自宅に大

人と一緒

にいる

自宅に子

どもだけ

でいる

親戚の家 友達の家 児童館

放課後児童

クラブ（学

童保育）

塾・習い

事
その他 無回答 総数

回答数 7 1 0 0 3 6 1 0 3 21

割合 58.3% 8.3% 0.0% 0.0% 25.0% 50.0% 8.3% 0.0% 25.0%

回答者数 12

中学校 高校 短大 大学 専門学校 その他 無回答 総数

回答数 1 55 4 35 14 3 26 138

割合 0.7% 39.9% 2.9% 25.4% 10.1% 2.2% 18.8% 100.0%
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【公的福祉制度（福祉施策）】 

２５，要望する福祉制度 

 

 
（R元）      24.9%     18.8%       5.6%       14.7%      67.5%      27.4%      6.6%       8.6%        2.0%     16.8% 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

病

気

な

ど

の

場

合

に

一

時

的

に

子

ど

も

を

預

け

ら

れ

る

制

度

の

充

実

家

事

・

育

児

に

困

っ

た

と

き

家

庭

生

活

支

援

員

を

派

遣

す

る

日

常

生

活

支

援

制

度

の

充

実

子

ど

も

の

話

し

相

手

な

ど

を

派

遣

す

る

制

度

の

充

実

各

種

相

談

事

業

の

充

実

各

種

手

当

・

年

金

・

給

付

金

な

ど

の

充

実

貸

付

金

制

度

の

充

実

保

育

所

の

優

先

入

所

公

営

住

宅

の

優

先

入

居

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 33 27 9 20 91 31 3 12 1 32 259

割合 23.9% 19.6% 6.5% 14.5% 65.9% 22.5% 2.2% 8.7% 0.7% 23.2%

回答者数 138
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２６，福祉制度の利用状況 

ア．利用している又は利用したことがある制度 

イ．今後利用したい制度 

※割合は回答者数で算出 
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（R元年度） 

 ア 利用している制度 

   

 

 イ 今後利用したい制度 
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２７，制度を知った方法 

 

 

（R元）       5.1%       34.5%        21.8%       3.6%       15.7%       15.7%        3.6%        3.6%       31.0% 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

県

の

広

報

誌

市

町

村

の

広

報

誌

市

町

村

・

県

機

関

の

窓

口

民

生

・

児

童

委

員

友

人

・

知

人

各

種

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

・

チ

ラ

シ

等

新

聞

・

テ

レ

ビ

等

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 10 37 32 2 15 14 4 4 52 170

割合 7.2% 26.8% 23.2% 1.4% 10.9% 10.1% 2.9% 2.9% 37.7%

回答者数 138
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【生活上の問題、その他】 

２８，面会交流の取り決め状況 

ア．取り決めの有無 

 

 

19.3% 73.9% 6.8% 

  イ．取り決めの方法  

 

 

                          

（R元） 82.4%    14.7%     2.9% 

 

  

ウ．家庭裁判所の関与 

 

 

（R元） 60.7%       39.3%       0.0% 

  

  

 

 

取り決めを

している

取り決めを

していない
無回答 総数

回答数 28 93 7 128

割合 21.9% 72.7% 5.5% 100.0%

文書あり 文書なし 無回答 総数

回答数 19 9 0 28

割合 67.9% 32.1% 0.0% 100.0%

関与あり 関与なし 無回答 総数

回答数 12 6 1 19

割合 63.2% 31.6% 5.3% 100.0%
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エ．取り決めをしていない理由 

 

 
（R元）      5.4%     13.8%       10.8%       6.9%       2.3%      0.8%       41.5%       1.5%       9.2%      7.7% 

 

 

 

 

 

 

 

面

会

交

流

の

制

度

を

知

ら

な

か

っ

た

か

ら

取

り

決

め

の

交

渉

が

わ

ず

ら

わ

し

い

か

ら

相

手

が

望

ま

な

か

っ

た

か

ら

子

ど

も

が

望

ん

で

い

な

い

か

ら

取

り

決

め

の

交

渉

を

し

た

が

、

ま

と

ま

ら

な

か

っ

た

か

ら

現

在

交

渉

中

又

は

今

後

交

渉

予

定

で

あ

る

相

手

と

関

わ

り

た

く

な

い

か

ら

養

育

費

等

の

約

束

が

不

履

行

だ

か

ら

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 3 15 10 13 2 0 28 2 14 6 93

割合 3.2% 16.1% 10.8% 14.0% 2.2% 0.0% 30.1% 2.2% 15.1% 6.5% 100.0%
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２９，面会交流の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.0%   17.6%   46.6%    6.8%  

３０，子どもに関する悩み 

 

 

（R元）    23.9%    49.2%     17.8%     2.0%     13.7%     10.2%     8.1%     1.5%      7.1%     2.0%     15.7%    7.1%   

 

 

 

 

（複数回答）

し

つ

け

教

育

・

進

学

就

職

非

行

健

康

食

事

身

の

ま

わ

り

結

婚

い

じ

め

・

不

登

校

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

総

数

回答数 15 75 33 1 12 12 17 1 4 3 17 18 208

割合 10.9% 54.3% 23.9% 0.7% 8.7% 8.7% 12.3% 0.7% 2.9% 2.2% 12.3% 13.0%

回答者数 138

現

在

も

面

会

交

流

を

行

っ

て

い

る 以

前

行

っ

て

い

た

が

現

在

行

っ

て

い

な

い 行

っ

て

い

な

い

無

回

答

総

数

回答数 36 13 66 13 128

割合 28.1% 10.2% 51.6% 10.2% 100.0%
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３１，父子世帯になった当時困ったこと 

 

 

（R元）      39.6%     21.8%       0.5%        25.4%       5.1%      16.8%      33.0%      1.5%     14.7%      6.1%  

３２，現在困っていること 

 

 

（R元）       46.7%     15.7%      2.5%        16.2%     11.2%      13.2%     14.2%        2.0%      21.8%      6.6% 

（複数回答）

生活費 仕事 住居 家事 健康 相談相手 子どもの世話 その他 特にない 無回答 総数

回答数 72 30 6 29 6 12 35 1 21 9 221

割合 52.2% 21.7% 4.3% 21.0% 4.3% 8.7% 25.4% 0.7% 15.2% 6.5%

回答者数 138

（複数回答）

生活費 仕事 住居 家事 健康 相談相手 子どもの世話 その他 特にない 無回答 総数

回答数 73 15 15 20 14 11 13 3 30 10 204

割合 52.9% 10.9% 10.9% 14.5% 10.1% 8.0% 9.4% 2.2% 21.7% 7.2%

回答者数 138
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３３，相談相手 

 

 

（R元）        46.2%        18.8%        18.8%         10.7%        5.6% 

 

相談相手の内訳 

 

 

  （R 元）         69.2%         67.0%        0.0%        1.1%          2.2%         4.4%         0.0% 

いる 欲しい いない 必要がない 無回答 総数

回答数 63 20 31 9 15 138

割合 45.7% 14.5% 22.5% 6.5% 10.9% 100.0%

（複数回答）

親

族

友

人

・

知

人

母

子

・

父

子

自

立

支

援

員

等

民

生

・

児

童

委

員

公

的

機

関

(

福

祉

事

務

所

等

)

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 45 46 1 0 2 1 2 97

割合 71.4% 73.0% 1.6% 0.0% 3.2% 1.6% 3.2%

回答者数 63
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３４，希望する施策 

 

 
（R元）   9.1%    26.4%    60.9%   5.6%    1.5%    9.1%   5.6%     13.2%    6.6%   30.5%    18.3%   5.1%   1.0%    17.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

職

業

訓

練

の

場

や

働

く

機

会

の

増

加

養

育

費

の

確

保

対

策

の

充

実

児

童

扶

養

手

当

制

度

の

充

実

公

営

住

宅

の

優

先

入

居

家

庭

生

活

支

援

員

派

遣

制

度

の

充

実

夜

間

・

休

日

・

病

児

、

病

後

児

保

育

の

充

実

放

課

後

児

童

ク

ラ

ブ

(

学

童

保

育

)

の

充

実

仕

事

の

た

め

の

技

能

、

資

格

、

免

許

を

取

得

す

る

た

め

の

講

習

会

の

充

実

生

活

上

の

不

安

や

悩

み

の

相

談

窓

口

の

充

実

医

療

制

度

の

充

実

母

子

父

子

寡

婦

福

祉

資

金

貸

付

制

度

の

充

実

公

的

機

関

に

よ

る

連

携

・

支

援

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

構

築
そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 14 21 87 8 6 12 10 14 9 38 17 3 1 29 269

割合 10.1% 15.2% 63.0% 5.8% 4.3% 8.7% 7.2% 10.1% 6.5% 27.5% 12.3% 2.2% 0.7% 21.0%

回答者数 138



 

100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寡婦世帯集計結果 
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寡婦世帯集計結果 
 

【世帯の状況】 

１，寡婦の年齢 

 

 

（R元）     0.0％     3.2％    6.5％   29.0％     45.2％    16.1％    0.0％   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30歳未満 40代 50代 60代 70代 80歳以上 無回答 総数 平均年齢

回答数 0 7 13 26 56 52 8 162 73

割合 0.0% 4.3% 8.0% 16.0% 34.6% 32.1% 4.9% 100.0%
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２，同居家族の状況 

 ア．同居家族の人数 

 

 

（R元）        38.7％    30.6％       14.5％       9.7％        4.8％      1.6％        0.0％   

 

イ．同居家族の内訳（寡婦世帯全体に対する割合） 

 

 

（R元）      14.5％       6.5％       0.0％       45.2％       27.4％       11.3％       0.0％ 

寡婦のみ 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答 総数

回答数 79 46 19 14 2 2 0 162

割合 48.8% 28.4% 11.7% 8.6% 1.2% 1.2% 0.0% 100.0%

（複数回答）

父母 兄弟姉妹 祖父母 20歳以上の子 子の配偶者 その他 無回答 総数

回答数 18 4 3 59 53 8 0 145

割合 11.1% 2.5% 1.9% 36.4% 32.7% 4.9% 0.0%

回答者数 162



 

103 

 

３，扶養関係 

 

 

(R 元)           12.9％         9.7％       61.3％      16.1％ 

 

４，配偶者がいなくなった理由 

 
 

 

（R元）       53.2％     6.5％     12.9％      24.2％     0.0％      0.0％       0.0％    1.6％       1.6％ 

他の世帯

員に扶養

されてい

る

他の世帯

員を扶養

している

扶養関係

なし
無回答 総数

回答数 20 11 114 17 162

割合 12.3% 6.8% 70.4% 10.5% 100.0%

病死 交通事故死 その他の死 離婚 未婚の母 遺棄 行方不明 その他 無回答 総数

回答数 72 8 12 66 3 0 0 0 1 162

割合 44.4% 4.9% 7.4% 40.7% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 100.0%
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【住居の状況】 

５，現在の住居 

 

 

（R元）         85.5％     1.6％         0.0％       12.9％       0.0％       0.0％        0.0％      

  ６，公営住宅の入居希望 

 

   

（R元）         8.2％    62.3％      29.5％  

持家 公営住宅 社宅など
借家・借間

（民間アパート）

親族等の

家に同居
その他 無回答 総数

回答数 125 19 0 15 1 0 2 162

割合 77.2% 11.7% 0.0% 9.3% 0.6% 0.0% 1.2% 100.0%

希望する 希望しない 無回答 総数

回答数 15 79 68 162

割合 9.3% 48.8% 42.0% 100.0%
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【仕事の状況】 

７，就業形態 

 

 

（R元）         6.5％     12.9％      17.7％        0.0％        0.0％         4.8％       46.8％       11.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自営業 常用雇用者
臨時・

パート
派遣社員

家内労働

（内職）
その他

就業して

いない
無回答 総数

回答数 8 30 20 1 1 6 81 15 162

割合 4.9% 18.5% 12.3% 0.6% 0.6% 3.7% 50.0% 9.3% 100.0%
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８，社会保険の加入状況 

 ア．厚生年金又は共済年金 

 

 

（R元）        31.8％    50.0％     18.2％ 

イ．雇用保険 

 

 

（R元）       36.4％      54.5％      9.1％ 

加入して

いる

加入して

いない
無回答 総数

回答数 36 15 6 57

割合 63.2% 26.3% 10.5% 100.0%

加入して

いる

加入して

いない
無回答 総数

回答数 37 14 6 57

割合 64.9% 24.6% 10.5% 100.0%
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９，職種 

 

 

（R元）     15.4％    7.7％   15.4％     3.8％     11.5％     0.0％     3.8％    0.0％     19.2％    19.2％     3.8％ 

１０，仕事を探した方法 

 

 

（R元）     11.5％     0.0％    46.2％      15.4％     3.8％      0.0％      7.7％     11.5％     3.8％      0.0％ 

 

 

専門的・技

術的職業
管理的職業 事務 販売 農林・漁業 運輸・通信

技能・製

造・労務
保安職業 サービス業 その他 無回答 総数

回答数 8 0 9 2 2 0 3 0 15 19 8 66

割合 12.1% 0.0% 13.6% 3.0% 3.0% 0.0% 4.5% 0.0% 22.7% 28.8% 12.1% 100.0%

公共職業安

定所の紹介

就業・自立

支援セン

ターの情報

友人・知人

などの紹介

家族や親せ

きの紹介
学校の紹介 求人情報誌

新聞・チラ

シなどの求

人広告

自営等のた

め探す必要

がなかった

その他 無回答 総数

回答数 22 2 17 6 0 0 3 4 5 7 66

割合 33.3% 3.0% 25.8% 9.1% 0.0% 0.0% 4.5% 6.1% 7.6% 10.6% 100.0%
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１１，帰宅時間 

 

 
（R元）     30.8％     34.6％      3.8％       7.7％       0.0％      3.8％      3.8％       7.7％       7.7％      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後５時以

前

午後５時～

６時の間

午後６時～

７時の間

午後７時～

８時の間

午後８時～

９時の間

午後９時～

１０時の間

午後１０時

以降

交代制勤務

などで一定

しない

無回答 総数

回答数 9 17 10 2 1 2 2 14 9 66

割合 13.6% 25.8% 15.2% 3.0% 1.5% 3.0% 3.0% 21.2% 13.6% 100.0%
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１２，資格 

ア．現在持っている資格 

 

 

（R元）  15.2%  23.9%  4.3%   6.5%  19.6%   6.5%  4.3%   2.2%   2.2%  10.9%   0.0%  2.2%  63.0%  10.9%  10.9% 

イ．今後取りたい資格 

 

 

（R元）   10.0%    0.0%   0.0%   0.0%   15.0%   0.0%     5.0%   0.0%    0.0%   10.0%    0.0%   10.0%   0.0%    0.0%  70.0% 

 

（複数回答）

簿

記

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

教

員

看

護

師

調

理

師

理

・

美

容

師

パ

ソ

コ

ン

外

国

語

栄

養

士

介

護

福

祉

士

保

育

士

医

療

事

務

自

動

車

運

転

免

許

そ

の

他

特

に

な

い

総

数

回答数 13 16 4 4 12 3 0 0 0 7 0 4 54 14 2 133         

割合 16.9% 20.8% 5.2% 5.2% 15.6% 3.9% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 5.2% 70.1% 18.2% 2.6%

回答者数 77

（複数回答）

簿

記

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

教

員

看

護

師

調

理

師

理

・

美

容

師

パ

ソ

コ

ン

外

国

語

栄

養

士

介

護

福

祉

士

保

育

士

医

療

事

務

自

動

車

運

転

免

許

そ

の

他

特

に

な

い

総

数

回答数 2 0 1 0 3 0 7 2 2 1 1 0 0 6 5 30

割合 9.5% 0.0% 4.8% 0.0% 14.3% 0.0% 33.3% 9.5% 9.5% 4.8% 4.8% 0.0% 0.0% 28.6% 23.8%

回答者数 21
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１３，就業の希望 

 

 

（R元）          20.7%        75.9%          3.4% 

就職していない理由 

 

 

(R 元)    0.0%       0.0%        0.0%       0.0%        0.0%        16.7%       66.7%       16.7%       0.0%        0.0%        

就職したい

就職は

考えてい

ない

無回答 総数

回答数 12 60 9 81

割合 14.8% 74.1% 11.1% 100.0%

他

の

家

族

の

介

護

や

世

話

の

た

め

自

分

が

病

気

（

病

弱

）

で

働

け

な

い

求

職

中

で

あ

る

職

業

訓

練

を

受

け

る

な

ど

、

技

術

を

習

得

中

で

あ

る

収

入

面

で

条

件

の

合

う

仕

事

が

な

い

時

間

に

つ

い

て

条

件

の

合

う

仕

事

が

な

い

年

齢

制

限

の

た

め

適

当

な

仕

事

が

な

い

仕

事

に

必

要

な

専

門

知

識

や

資

格

が

な

い そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 0 4 1 0 0 1 4 0 2 0 12

割合 0.0% 33.3% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 33.3% 0.0% 16.7% 0.0% 100.0%
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１４，要望する就業支援策 

 

 

（R元）         8.1%        19.4%        11.3%          14.5%          9.7%          3.2%         64.5%         

 

 

 

 

（複数回答）

技

能

訓

練

・

職

業

訓

練

な

ど

の

機

会

が

増

え

る

こ

と

技

能

訓

練

受

講

な

ど

に

経

済

的

援

助

が

受

け

ら

れ

る

こ

と

就

職

相

談

が

1

カ

所

で

受

け

ら

れ

る

こ

と

就

職

の

た

め

の

支

援

策

な

ど

の

情

報

が

得

ら

れ

る

こ

と

自

分

で

事

業

を

起

こ

す

場

合

に

相

談

や

援

助

を

受

け

ら

れ

る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 15 19 13 28 5 2 119 201         

割合 9.3% 11.7% 8.0% 17.3% 3.1% 1.2% 73.5%

回答者数 162
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【家計の状況】 

１５，年間収入 

 ア．年間総収入 

 

 
（R元） 6.5%   8.1% 11.3%  22.6%  14.5%  1.6%  4.8%   3.2%   0.0%   1.6%  0.0%  1.6%   0.0%  0.0%   0.0%   0.0%  0.0%  24.2% 

  イ．年間就労収入 

 

 

（R元）12.1%  6.1%   9.1%  18.2%  12.1%  0.0%   6.1%  0.0%  0.0%   0.0%   0.0%   0.0%  0.0%  0.0%   0.0%  0.0%   0.0%  36.4% 

 

 

50万円未満
50～100万円

未満

100～150万

円未満

150～200万

円未満

200～250万

円未満

250～300万

円未満

300～350万

円未満

350～400万

円未満

400～450万

円未満

450～500万

円未満

500～550万

円未満

550～600万

円未満

600～650万

円未満

650～700万

円未満

700～750万

円未満

750～800万

円未満
800万円以上 無回答 総数

回答数 5 19 22 27 11 10 10 5 2 2 0 0 0 1 0 0 1 47 162

割合 3.1% 11.7% 13.6% 16.7% 6.8% 6.2% 6.2% 3.1% 1.2% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.6% 29.0% 100.0%

50万円未満
50～100万円

未満

100～150万

円未満

150～200万

円未満

200～250万

円未満

250～300万

円未満

300～350万

円未満

350～400万

円未満

400～450万

円未満

450～500万

円未満

500～550万

円未満

550～600万

円未満

600～650万

円未満

650～700万

円未満

700～750万

円未満

750～800万

円未満
800万円以上 無回答 総数

回答数 4 7 5 12 4 6 6 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 33 81

割合 4.9% 8.6% 6.2% 14.8% 4.9% 7.4% 7.4% 2.5% 1.2% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.7% 100.0%
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１６，債務の状況 

ア．債務の有無 

 

 

（R元）        11.3%        85.5%         3.2% 

イ．債務の金額 

 

（R元）       28.6%       14.3%       14.3%      28.6%        0.0%       14.3%       0.0%       0.0% 

 

ある ない 無回答 総数

回答数 16 115 31 162

割合 9.9% 71.0% 19.1% 100.0%

10万円未満
10～50万円

未満

50～100万

円未満

100～250万

円未満

250～500万

円未満

500～1,000

万円未満

1,000万円以

上
無回答 総数 平均金額

回答数 0 1 3 7 2 1 1 1 16 3,417,333

割合 0.0% 6.3% 18.8% 43.8% 12.5% 6.3% 6.3% 6.3% 100.0%
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【公的福祉制度（福祉施策）】 

１７，要望する福祉制度 

 

 

（R元）         40.3%       19.4%         35.5%         3.2%         11.3%         0.0%        30.6%        

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

病

気

な

ど

の

場

合

に

家

庭

生

活

支

援

員

を

派

遣

す

る

日

常

生

活

支

援

制

度

の

充

実

各

種

相

談

事

業

の

充

実

各

種

手

当

・

年

金

・

給

付

金

な

ど

の

充

実

貸

付

金

制

度

の

充

実

公

営

住

宅

の

優

先

入

居

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 60 23 71 7 12 1 56 230

割合 37.0% 14.2% 43.8% 4.3% 7.4% 0.6% 34.6%

回答者数 162
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１８，福祉制度の利用状況 

ア．利用している又は利用したことがある制度 

 

イ．今後利用したい制度 

  

※割合は回答者数で算出 
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（R元年度） 

 ア 利用している制度 

   

 

 イ 今後利用したい制度 
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１９，制度を知った方法 

 

 
（R元）       6.5%         27.4%      9.7%        3.2%       19.4%        11.3%        0.0%       16.1%      37.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

県

の

広

報

誌

市

町

村

の

広

報

誌

市

町

村

・

県

機

関

の

窓

口

民

生

・

児

童

委

員

友

人

・

知

人

各

種

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

・

チ

ラ

シ

等

新

聞

・

テ

レ

ビ

等

そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 6 35 20 13 21 15 4 15 74 203

割合 3.7% 21.6% 12.3% 8.0% 13.0% 9.3% 2.5% 9.3% 45.7%

回答者数 162
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【生活上の問題、その他】 

２０，現在困っていること 

 

 
（R元）        19.4%        1.6%       11.3%       1.6%        19.4%       0.0%        4.8%       32.3%        24.2%      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

生活費 仕事 住居 家事 健康 相談相手 その他 特にない 無回答 総数

回答数 36 6 8 6 43 10 7 57 28 201

割合 22.2% 3.7% 4.9% 3.7% 26.5% 6.2% 4.3% 35.2% 17.3%

回答者数 162
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２１，相談相手 

 

 

（R元）         64.5%          4.8%         8.1%          3.2%        19.4% 

相談相手の内訳 

 

 

  （R 元）         67.5%        55.0%         2.5%         0.0%        22.5%        7.5%        0.0%        2.5% 

いる 欲しい いない 必要がない 無回答 総数

回答数 105 13 9 10 25 162

割合 64.8% 8.0% 5.6% 6.2% 15.4% 100.0%

（複数回答）

親

族

友

人

・

知

人

母

子

・

父

子

自

立

支

援

員

等

民

生

・

児

童

委

員

母

子

寡

婦

福

祉

団

体

公

的

機

関

(

福

祉

事

務

所

等

) そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 79 54 0 3 10 7 2 2 157

割合 75.2% 51.4% 0.0% 2.9% 9.5% 6.7% 1.9% 1.9%

回答者数 105
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２２，希望する施策 

 

 
（R元）    8.1%    4.8%    1.6%   11.3%    11.3%    6.5%    9.7%   11.3%    24.2%   37.1%    6.5%   12.9%    0.0%   25.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

職

業

訓

練

の

場

や

働

く

機

会

の

増

加

養

育

費

の

確

保

対

策

の

充

実

児

童

扶

養

手

当

制

度

の

充

実

公

営

住

宅

の

優

先

入

居

家

庭

生

活

支

援

員

派

遣

制

度

の

充

実

夜

間

・

休

日

・

病

児

、

病

後

児

保

育

の

充

実

放

課

後

児

童

ク

ラ

ブ

(

学

童

保

育

)

の

充

実

仕

事

の

た

め

の

技

能

、

資

格

、

免

許

を

取

得

す

る

た

め

の

講

習

会

の

充

実

生

活

上

の

不

安

や

悩

み

の

相

談

窓

口

の

充

実

医

療

費

制

度

の

充

実

母

子

父

子

寡

婦

福

祉

資

金

貸

付

制

度

の

充

実

公

的

機

関

に

よ

る

連

携

・

支

援

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

構

築
そ

の

他

無

回

答

総

数

回答数 33 17 16 17 47 6 7 14 19 25 6 12 2 61 282

割合 20.4% 10.5% 9.9% 10.5% 29.0% 3.7% 4.3% 8.6% 11.7% 15.4% 3.7% 7.4% 1.2% 37.7%

回答者数 162
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秋田県ひとり親家庭実態調査票 
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秋田県ひとり親家庭実態調査票 

 

 

 

 

ひとり親家庭に関するアンケート調査に御協力をお願いします 

 

１ 調査の目的など 

県では、ひとり親家庭の皆様の生活の安定を図り、心身ともに健やかに暮らすことができ

るよう、「秋田県ひとり親家庭等自立促進計画」を策定し、様々な施策を推進しています。 

このたび、この計画を見直し、新たな支援策の実施等を検討するため、アンケート調査を

実施することとなりましたので、御協力くださいますようよろしくお願いします。 

 

２ 記載上の注意など 

○この調査は、秋田県内にお住まいのひとり親家庭の皆様（母子家庭の母、父子家庭の

父）に回答をお願いするものです。※回答は無記名でお願いします。 

○年齢等については、令和６年８月１日現在の状況を御記入ください。 

○回答は、「当てはまる番号に○をつけていただく場合」と、「□の中に当てはまる数字など

を記入していただく場合」があります。 

○選択肢「その他」を選択した場合には、「（  ）」の中になるべく具体的な内容を御記入く

ださい。 

○正確に把握することが難しい場合（収入金額など）については、おおよその内容を御記入

ください。 

○回答できない（したくない）質問があれば、無理に記入していただく必要はありません。空

欄のまま次の質問へお進みください。 

○回答いただいた内容は、すべて統計的に処理した上で、県の計画立案や施策の実施の

ためだけに使用します。回答内容を公表することはありません。 

○御記入いただいた調査票は、市町村役場の担当課に直接御提出ください。なお、市町

村から返信用の封筒が手渡されている場合については、調査票を封入の上、切手を貼ら

ずにポスト等に投函してください。 

○この調査に関する疑問点等があれば、以下まで御連絡ください。 

（受付時間：平日８：３０～１７：１５） 

秋田県健康福祉部地域・家庭福祉課 家庭福祉チーム 

所在地：秋田市山王四丁目１番１号 本庁舎２階 

電 話：０１８－８６０－１３４４（直通） 
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【世帯の状況】 

問１ あなたの家庭は母子世帯／父子世帯のどちらに該当しますか。いずれかに○をして

ください。 

また、あなたの令和６年８月１日現在の年齢を記入してください。  

            母子世帯   ・   父子世帯           歳  

           

問２ あなたが養育している２０歳未満の子どもについて、次の就学・就労状況別に 

人数を記入してください。 

１．小学校入学前 人 ２．小学生（１～３年） 人 

３．小学生（４～６年）  人 ４．中学生 人 

５．高校生 人 ６．短大生 人 

７．大学生 人 ８．専門学校生 人 

９．就労 人 10．その他 人 

 

問３ あなたと同居している２０歳以上の子ども、家族について、次の区分別に人数を記 

入してください。 

１．父 母 人 ２．兄弟姉妹 人 

３．祖父母 人 ４．２０歳以上の子 人 

５．子の配偶者 人 ６．その他 人 

 

問４ あなたが母子世帯（父子世帯）になられたのは、あなたが何歳の時でしたか。 

また、その時末子は何歳でしたか。 

あなた 歳 末 子 歳 

 

問５ あなたが母子世帯（父子世帯）になった理由について、当てはまるもの１つに○をつ

けてください。 

［死別］ １．病 死   ２．交通事故死    ３．その他の死 

［生別］ ４．離 婚   ５．未婚の母（父）  ６．遺 棄    ７．行方不明 

８．その他（                                                ） 

 

【住居の状況】 

問６ あなたの現在の住居について、当てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．持 家（本人・家族）    ２．公営住宅       ３．社宅など 

４．借家・借間（民間アパート） ５．親族等の家に同居    

６．母子生活支援施設※母の方のみ 

７．その他（                              ） 

 

問７ 現在公営住宅に入居していない方におたずねします。 

今後の公営住宅の入居希望について、当てはまるものに○をつけてください。 

１．希望する          ２．希望しない 
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【仕事の状況】 

問８ あなたが母子世帯（父子世帯）になる前の就業状況について、当てはまるものに○を

つけてください。 

  １．就業していた        ２．就業していなかった 

 

問９ 母子世帯（父子世帯）になったことにより、就業状況は変わりましたか。当てはまる

もの１つに○をつけてください。 

１．変わらない   ２．同じ職場の中で別の仕事に変わった   ３．転職した 

４．仕事を辞めた  ５．仕事に就いた    ６．その他（           ） 

 

問１０ あなたの現在の就業形態について、当てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．自営業       ２．常用雇用者       ３．臨時・パート  ４．派遣社員 

５．家内労働（内職）    ６．その他（               ） 

７．就業していない（→就業していない方は問１５へ進んでください。） 

※「２．常用雇用者」とは、雇用期間について別段の定めがないか、あるいは１年を超 

える期間を定めて雇われている方をいい、「３．臨時・パート」とは、日々又は１年 

未満の期間を定めて雇われている方をいいます。 

 

問１１ 問１０で「２．常用雇用者」、「３．臨時・パート」、「４．派遣社員」又は「６． 

その他」と答えた方におたずねします。 

あなたの社会保険の加入状況について、当てはまるものに○をつけてください。 

ア 厚生年金又は共済年金への加入の有無 

１．加入している   ２．加入していない 

イ 雇用保険への加入の有無 

１．加入している   ２．加入していない 

 

問１２ 現在就業している方におたずねします。（～問１４まで同じ） 

あなたの仕事について、当てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．専門的・技術的職業（看護師、栄養士、保育士、教員など） 

２．管理的職業（会社・団体等の役員、部課長、管理的公務員など） 

３．事務（一般事務員など） 

４．販売（小売店員、保険外交員など） 

５．農林・漁業（農業、林業、漁業従事者） 

６．運輸・通信（運転手、通信士、郵便外務員など） 

７．技能・製造・労務（各種製造、建設、労務作業員など） 

８．保安職業（自衛官、警察官、警備員など） 

９．サービス業（飲食店店員、接客業、理・美容師、ホームヘルパーなど） 

10．その他（在宅勤務者、個人事業主、その他上記に該当しないもの） 
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問１３ あなたは今の仕事をどのようにして探しましたか。当てはまるもの１つに○をつ 

けてください。 

１．公共職業安定所の紹介      ２．就業・自立支援センターの情報 

３．友人・知人などの紹介      ４．家族や親せきの紹介 

５．学校の紹介           ６．求人情報誌 

７．新聞、チラシなどの求人広告   ８．自営等のため探す必要がなかった 

９．その他（                            ） 

 

問１４ あなたの普段の帰宅時間（自宅で営業している場合は終業時間）は何時頃ですか。 

当てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．午後５時以前     ２．午後５時～６時の間  ３．午後６時～７時の間 

４．午後７時～８時の間  ５．午後８時～９時の間  ６．午後９時～１０時の間 

７．午後１０時以降       ８．交代制勤務などで一定しない 

 

問１５ あなたは現在資格をお持ちですか。また、今後取りたい資格等は何ですか。 

次の中からそれぞれ３つ以内を選び下の□に番号を記入してください。 

１．簿 記     ２．ホームヘルパー     ３．教 員    ４．看護師 

５．調理師     ６．理・美容師          ７．パソコン   ８．外国語 

９．栄養士      10．介護福祉士          11．保育士     12．医療事務 

13．自動車運転免許       14．その他（下欄に具体的に記入してください） 

15．特にない 

現在持っている資格等    

今後取りたい資格等    

 

問１６ 問１０で「７．就業していない」と答えた方におたずねします。 

あなたには就職する希望がありますか。当てはまるものに○をつけてください。 

１．就職したい（→補問へ）    ２．就職は考えていない 

 

（補問） 

あなたが就業していない（就業できない）理由のうち、主なもの１つに○をつけてくだ 

さい。 

１．子どもの世話をしてくれる人がいない  ２．他の家族の介護や世話のため 

３．自分が病気（病弱）で働けない     ４．求職中である 

５．職業訓練を受けるなど、技術を修得中である 

６．収入面で条件の合う仕事がない     ７．時間について条件の合う仕事がない 

８．年齢制限のため適当な仕事がない    ９．仕事に必要な専門知識や資格がない 

10．その他（                      ） 
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問１７ あなたが要望する就業支援策について、主なもの３つ以内に○をつけてください。 

１．技能訓練、職業訓練などの機会が増えること 

２．技能訓練受講などに経済的援助が受けられること 

３．求職、通学時などに一時的に子どもを預かってもらえること 

４．就職相談が一カ所で受けられること 

５．就職のための支援策などの情報が得られること 

６．自分で事業を起こす場合に相談や援助を得られること 

７．保育所が整備されること 

８．延長保育、休日保育が充実すること 

９．学童保育が充実すること 

10．その他（                        ） 

 

【家計の状況】 

問１８ あなたの令和５年の年間総収入及び年間就労収入について、それぞれ当てはま 

るものを下欄の中から選択し、番号を記入してください。 

（※ 年間総収入には、全ての収入（生活保護法に基づく給付、児童扶養手当等の社 

会保障給付金、就労収入、別れた配偶者からの養育費、親からの仕送り、家賃、 

地代の収入等）を含めてください。なお、同居の家族の収入は除いてください。） 

 番号（下の番号から選んでください） 

令和５年の年間（※）総収入  

令和５年の年間就労収入  

 

１． 50 万円未満 ７．300～350 万円未満 13．600～650 万円未満 

２． 50～100 万円未満 ８．350～400 万円未満 14．650～700 万円未満 

３．100～150 万円未満 ９．400～450 万円未満 15．700～750 万円未満 

４．150～200 万円未満 10．450～500 万円未満 16．750～800 万円未満 

５．200～250 万円未満 11．500～550 万円未満 17．800 万円以上 

６．250～300 万円未満 12．550～600 万円未満  

 

問１９ 夫（妻）と離別した方（問５で「４．離婚」と答えた方）におたずねします。 

離別した夫（妻）との養育費の取り決め状況について、当てはまるものに○をつけ

てください。 

１．取り決めをしている（→補問１へ）  ２．取り決めをしていない（→補問３へ） 

 

（補問１） 

養育費の取り決めをしている方におたずねします。 

取り決めの方法について、当てはまるものに○をつけてください。 

１．文書あり（調停・公正証書・協議書等）（→補問２へ）  ２．文書なし 
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（補問２） 

文書で養育費の取り決めをしている方におたずねします。 

家庭裁判所の関与の有無について、当てはまるものに○をつけてください。 

１．関与あり（調停・審判の場合）   ２．関与なし（公正証書・協議書等の場合） 

 

（補問３） 

養育費の取り決めをしていない方におたずねします。 

取り決めをしていない理由のうち、主なもの１つに○をつけてください。 

１．自分の収入等で経済的に問題がないから 

２．取り決めの交渉がわずらわしいから 

３．相手に支払う意思や能力がないと思ったから 

４．相手に養育費を請求できるとは思わなかったから 

５．子どもを引き取った方が、養育費を負担するものと思っていたから 

６．取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから 

７．現在交渉中又は今後交渉予定であるから 

８．相手と関わりたくないから 

９．養育費の請求方法がわからなかったから 

10．その他（                         ） 

 

問２０ 夫（妻）と離別した方（問５で「４．離婚」と答えた方）におたずねします。 

離別した夫（妻）からの子どもの養育費の受け取り状況について、当てはまるもの

１つに○をつけてください。 

１．現在も受けている            （→補問へ） 

２．受けたことがあるが、現在は受けていない（→補問へ） 

３．受けたことがない 

 

（補問） 

「１．現在も受けている」又は「２．受けたことがあるが、現在は受けていない」と答

えた方について、養育費の額（複数の子を養育している場合はその合計額）を記入してく

ださい。 

１．月額 約                             円            ２．決まっていない 

 

問２１ あなたの債務について、おたずねします。現在、債務はありますか。 

１．ある（→補問へ）            ２．ない 

 

（補問） 

「１．ある」と答えた方について、債務の総額を記入してください。 

約                       円 
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【子どもの状況】 

問２２ 小学校入学前の子どもを養育している方におたずねします。 

子どもの保育は主にどなたが行っていますか。当てはまるもの１つに○をつけて

ください。（ただし、該当する子どもが複数いる場合は複数選択可） 

１．あなた自身   ２．同居の家族   ３．親 戚   ４．友人・知人 

５．近所の人     ６．保育所（無認可を含む）         ７．幼稚園 

８．ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ等     ９．世話をする人がいない（子どもだけで家にいる） 

10．その他（                                              ） 

 

（補問） 

「６．保育所（無認可を含む）」又は「７．幼稚園」と答えた方以外の方におたずねし

ます。保育所等の待機はしていますか。 

１．待機をしている           ２．待機をしていない 

 

問２３ 小学校低学年（１～３年生）の子どもを養育している方におたずねします。 

子どもは、放課後どのように過ごしていますか。主なもの２つ以内に○をつけてく

ださい。 

１．自宅に大人と一緒にいる      ２．自宅に子どもだけでいる 

３．親戚の家    ４．友達の家    ５．児童館 

６．放課後児童クラブ（学童保育）    ７．塾・習い事 

８．その他（                                       ） 

 

問２４ あなたは子どもをどこまで卒業させたいと考えていますか。当てはまるもの 

１つに○をつけてください。 

１．中学校   ２．高校   ３．短大   ４．大学   ５．専門学校 

６．その他（                ） 

 

【公的福祉制度（福祉施策）】 

問２５ 問１７でおたずねした就業支援策以外で、あなたが要望する福祉制度について、 

主なもの３つ以内に○をつけてください。  

１．病気などの場合に一時的に子どもを預けられる制度の充実  

２．家事・育児に困ったとき家庭生活支援員を派遣する日常生活支援制度の充実  

３．子どもの話し相手などを派遣する制度の充実  

４．各種相談事業の充実  

５．各種手当・年金・給付金などの充実  

６．貸付金制度の充実  

７．保育所の優先入所  

８．公営住宅の優先入居  

９．その他（                         ） 
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問２６ 下記の公的福祉制度等の利用について、現状及び今後のそれぞれについて、当ては

まるものに○をつけてください。（一部事業を実施していない市町村があります。）  

 現  状 今 後 

利 用 し て 

い る 、 又 

は 利 用 し 

た こ と が 

ある 

利用したことがない 利 用 し た

い 

利 用 す る 

つ も り は 

ない 

知 ら な か

った 

知 っ て い 

る が 利 用 

し た こ と 

がない 

(ｱ) 家庭児童相談室 

（福祉事務所） 
1 2 3 ４ ５ 

(ｲ) 母子・父子自 

立支援員 
1 2 3 ４ ５ 

(ｳ) 民生・児童委員 1 2 3 ４ ５ 

(ｴ) 児童相談所 1 2 3 ４ ５ 

(ｵ) 女性相談支援センター 

※母の方のみ回答ください  
1 2 3 ４ ５ 

(ｶ) 母子生活支援施設 

※母の方のみ回答ください  
1 2 3 ４ ５ 

(ｷ) 公共職業安定所

（ハローワーク） 
1 2 3 ４ ５ 

(ｸ)ひとり親家庭就業・

自立支援センター 
1 2 3 ４ ５ 

(ｹ)夜間養護等事業 

（ﾄﾜｲﾗｲﾄｽﾃｲ） 
1 2 3 ４ ５ 

(ｺ)子育て短期支援事業 

（ｼｮｰﾄｽﾃｲ） 
1 2 3 ４ ５ 

(ｻ)日常生活支援事業 

（家庭生活支援員の派遣）  
1 2 3 ４ ５ 

(ｼ)ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業 

（相互援助活動） 

 

1 2 3 ４ ５ 

(ｽ)自立支援給付金支給事業  

（教育訓練、職業訓練）  
1 2 3 ４ ５ 

(ｾ)すこやか子育て支援事業  

（保育料等の助成） 
1 2 3 ４ ５ 

(ｿ)福祉医療費の補助 

（児童の医療費の補助）  
1 2 3 ４ ５ 

(ﾀ)母子父子寡婦福祉資金貸付  

（修学資金、生活資金等）  
1 2 3 ４ ５ 

(ﾁ)住宅整備資金貸付 1 2 3 ４ ５ 
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（参考） 

（ク）ひとり親家庭就業・自立支援センター：ひとり親家庭の子育てや生活相談、養育費等の法律相

談を行うほか、ひとり親家庭の就業に関する相談を行う事業 

（ケ）夜間養護等事業（トワイライトステイ）：子どもを養育している保護者の仕事が恒常的に夜間に

わたる場合や休日に不在の場合に、子ども（原則として小学生）の生活指導や食事の提供等を行

う事業 

（コ）子育て短期支援事業（ショートステイ）:子どもを養育している保護者がケガや病気等の理由で

子どもの養育が一時的にできなくなった場合に、児童福祉施設等で一定期間子どもを預ける事業 

（サ）日常生活支援事業:ひとり親家庭の親が就職活動や病気等で家事・育児に困ったとき、家庭生活   

支援員を派遣して、日常生活の世話や保育などを行う事業 

(シ) ファミリーサポートセンター事業：子育てを援助してほしい人と、子育てを援助したい人がお互

いに信頼関係を築きながら、子どもを預けたり、預かったりする子育て援助活動 

（ス）自立支援給付金支給事業:ひとり親家庭の親が県又は市の指定する職業能力開発のための講座を

受講した場合、講座終了後に受講料の一部を支給したり、経済的自立のため資格取得を目的に長

期間（６か月以上）養成機関等で受講する場合、その期間中の生活費を支給したりする事業 

（タ）母子父子寡婦福祉資金貸付：母子家庭・父子家庭・寡婦の方の経済的自立と生活の安定、その子

どもの福祉を図るため、各種資金の貸付を行う事業 

（チ）住宅整備資金貸付：母子家庭・父子家庭・寡婦の方の住宅の補修や増改築に必要な整備資金の貸

付を行う事業 

 

問２７ 問２６の「現状」で「１．利用している、又は利用したことがある」又は「３． 

知っているが利用したことがない」と答えた方におたずねします。 

あなたは、どのようにして制度等を知りましたか。主なもの２つ以内に○をつけ 

てください。 

１．県の広報誌      ２．市町村の広報誌   ３．市町村・県機関等の窓口 

４．民生・児童委員    ５．友人・知人       

６．各種パンフレット・チラシ等       ７．新聞・テレビ等    

８．その他（              ） 

 

【生活上の問題、その他】 

問２８ 夫（妻）と離別した方（問５で「４．離婚」と答えた方）におたずねします。 

離別した夫（妻）との面会交流の取り決め状況について、当てはまるものに○を付

けてください。 

１．取り決めをしている。（→補問１へ） ２．取り決めをしていない（→補問３へ） 

 

（補問１） 

面会交流の取り決めをしている方におたずねします。 

取り決めの方法について、当てはまるものに○をつけてください。 

１．文書あり（調停・公正証書・協議書等）（→補問２へ）     ２．文書なし 
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（補問２） 

文書で面会交流の取り決めをしている方におたずねします。 

家庭裁判所の関与の有無について、当てはまるものに○をつけてください。 

１．関与あり（調停・審判の場合）   ２．関与なし（公正証書・協議書等の場合） 

 

（補問３） 

面会交流の取り決めをしていない方におたずねします。 

取り決めをしていない理由のうち、主なもの１つに○をつけてください。 

１．面会交流の制度を知らなかったから 

２．取り決めの交渉がわずらわしいから 

３．相手が望まなかったから 

４．子どもが望んでいないから 

５．取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから 

６．現在交渉中又は今後交渉予定であるから 

７．相手と関わりたくないから 

８．養育費等約束が不履行だから 

９．その他（                       ） 

 

問２９ 夫（妻）と離別した方（問５で「４．離婚」と答えた方）におたずねします。 

離別した夫（妻）と子どもの面会交流について、当てはまるもの１つに○をつけて

ください。 

１．現在も面会交流を行っている 

２．以前行っていたが、現在は行っていない 

３．行っていない 

 

問３０ 子どもに関する悩みについて、主なもの２つ以内に○をつけてください。 

１．しつけ   ２．教育・進学   ３．就 職   ４．非 行   ５．健 康 

６．食 事    ７．身のまわり     ８．結 婚     ９．いじめ・不登校 

10．その他（                 ） 11．特にない 

 

問３１ あなたが母子世帯（父子世帯）になった当時、困ったことについて、主なもの２つ

以内に○をつけてください。 

１．生活費   ２．仕 事   ３．住 居   ４．家 事   ５．健 康 

６．相談相手   ７．子どもの世話   ８．その他（          ） 

９．特にない 

 

問３２ あなたが現在困っていることについて、主なもの２つ以内に○をつけてください。 

１．生活費   ２．仕 事   ３．住 居   ４．家 事   ５．健 康 

６．相談相手   ７．子どもの世話   ８．その他（            ） 

９．特にない 
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問３３ あなたが困った時の相談相手について、当てはまるもの１つに○をつけてくださ 

い。 

１．いる（→補問へ）   ２．欲しい   ３．いない   ４．必要がない 

 

（補問） 

「１．いる」と答えた方におたずねします。 

その相談相手について、主なもの２つ以内に○をつけてください。 

１．親 族   ２．友 人・知 人   ３．母子・父子自立支援員等 

４．民生・児童委員   ５．母子寡婦福祉団体   ６．公的機関（福祉事務所等） 

７．その他（                  ） 

 

問３４ 今後、どのような施策をして欲しいと思いますか。３つ以内に○をつけてください。 

１．職業訓練の場や働く機会の増加     ２．養育費の確保対策の充実 

３．児童扶養手当制度の充実        ４．公営住宅の優先入居 

５．家庭生活支援員派遣制度の充実 

６．夜間・休日・病児、病後児保育の充実 

７．放課後児童クラブ（学童保育）の充実 

８．仕事のための技能、資格、免許を取得するための講習会の充実 

９．生活上の不安や悩みの相談窓口の充実 

10．医療費制度の充実      11．母子父子寡婦福祉資金貸付制度の充実 

12．公的機関による連携・支援ネットワークの構築 

13．その他（                  ） 

 

問３５ 母子・父子福祉に関して、意見や要望等がありましたら、自由に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆ これで質問は終わりです。御協力ありがとうございました。 ◆◆◆ 
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秋田県ひとり親家庭実態調査票 

（寡婦世帯用） 
 

 

ひとり親家庭に関するアンケート調査に御協力をお願いします 

 

１ 調査の目的など 

県では、ひとり親家庭の皆様の生活の安定を図り、心身ともに健やかに暮らすことができ

るよう、「秋田県ひとり親家庭等自立促進計画」を策定し、様々な施策を推進しています。 

このたび、この計画を見直し、新たな支援策の実施等を検討するため、アンケート調査を

実施することとなりましたので、御協力くださいますようよろしくお願いします。 

 

２ 記載上の注意など 

○この調査は、秋田県内にお住まいの寡婦世帯に回答をお願いするものです。※回答は

無記名でお願いします。 

○年齢等については、令和６年８月１日現在の状況を御記入ください。 

○回答は、「当てはまる番号に○をつけていただく場合」と、「□の中に当てはまる数字など

を記入していただく場合」があります。 

○選択肢「その他」を選択した場合には、「（  ）」の中になるべく具体的な内容を御記入く

ださい。 

○正確に把握することが難しい場合（収入金額など）については、おおよその内容を御記入

ください。 

○回答できない（したくない）質問があれば、無理に記入していただく必要はありません。空

欄のまま次の質問へお進みください。 

○回答いただいた内容は、すべて統計的に処理した上で、県の計画立案や施策の実施の

ためだけに使用します。回答内容を公表することはありません。 

○御記入いただいた調査票は、返信用の封筒に調査票を封入の上、切手を貼らずに令和

６年１１月２２日までにポスト等に投函してください。 

○この調査に関する疑問点等があれば、以下まで御連絡ください。 

（受付時間：平日８：３０～１７：１５） 

秋田県健康福祉部地域・家庭福祉課 家庭福祉チーム 

所在地：秋田市山王四丁目１番１号 本庁舎２階 

電 話：０１８－８６０－１３４４（直通） 
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【世帯の状況】 

問１ あなたの令和６年８月１日現在の年齢を記入してください。  

                                       歳  

           

問２ あなたと同居している２０歳以上の子ども、家族について、次の区分別に人数を記 

入してください。 

１．父 母 人 ２．兄弟姉妹 人 

３．祖父母 人 ４．２０歳以上の子 人 

５．子の配偶者 人 ６．その他 人 

７．同居人無し（１人暮らし）  人  

  

問３ あなたの扶養関係について、当てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．他の世帯員に扶養されている  ２．他の世帯員を扶養している  

３．扶養関係なし 

 

問４ 配偶者がいなくなられた理由について、当てはまるもの１つに○をつけてください。 

［死別］ １．病 死   ２．交通事故死    ３．その他の死 

［生別］ ４．離 婚   ５．未婚の母        ６．遺 棄    ７．行方不明 

８．その他（                                                ） 

 

【住居の状況】 

問５ あなたの現在の住居について、当てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．持 家（本人・家族）    ２．公営住宅       ３．社宅など 

４．借家・借間（民間アパート） ５．親族等の家に同居    

６．その他（                              ） 

 

問６ 現在公営住宅に入居していない方におたずねします。 

今後の公営住宅の入居希望について、当てはまるものに○をつけてください。 

１．希望する          ２．希望しない 

 

【仕事の状況】 

問７ あなたの現在の就業形態について、当てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．自営業       ２．常用雇用者    ３．臨時・パート   ４．派遣社員 

５．家内労働（内職）    ６．その他（               ） 

７．就業していない（→就業していない方は問１２へ進んでください。） 

※「２．常用雇用者」とは、雇用期間について別段の定めがないか、あるいは１年を超 

える期間を定めて雇われている方をいい、「３．臨時・パート」とは、日々又は１年 

未満の期間を定めて雇われている方をいいます。 
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問８ 問７で「２．常用雇用者」、「３．臨時・パート」、「４．派遣社員」又は「６． 

その他」と答えた方におたずねします。 

あなたの社会保険の加入状況について、当てはまるものに○をつけてください。 

ア 厚生年金又は共済年金への加入の有無 

１．加入している   ２．加入していない 

イ 雇用保険への加入の有無 

１．加入している   ２．加入していない 

 

問９ 現在就業している方におたずねします。（～問１１まで同じ） 

あなたの仕事について、当てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．専門的・技術的職業（看護師、栄養士、保育士、教員など） 

２．管理的職業（会社・団体等の役員、部課長、管理的公務員など） 

３．事務（一般事務員など） 

４．販売（小売店員、保険外交員など） 

５．農林・漁業（農業、林業、漁業従事者） 

６．運輸・通信（運転手、通信士、郵便外務員など） 

７．技能・製造・労務（各種製造、建設、労務作業員など） 

８．保安職業（自衛官、警察官、警備員など） 

９．サービス業（飲食店店員、接客業、理・美容師、ホームヘルパーなど） 

10．その他（在宅勤務者、個人事業主、その他上記に該当しないもの） 

 

問１０ あなたは今の仕事をどのようにして探しましたか。当てはまるもの１つに○をつ 

けてください。 

１．公共職業安定所の紹介      ２．就業・自立支援センターの情報 

３．友人・知人などの紹介      ４．家族や親せきの紹介 

５．学校の紹介           ６．求人情報誌 

７．新聞、チラシなどの求人広告   ８．自営等のため探す必要がなかった 

９．その他（                            ） 

 

問１１ あなたの普段の帰宅時間（自宅で営業している場合は終業時間）は何時頃ですか。 

当てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．午後５時以前     ２．午後５時～６時の間  ３．午後６時～７時の間 

４．午後７時～８時の間  ５．午後８時～９時の間  ６．午後９時～１０時の間 

７．午後１０時以降       ８．交代制勤務などで一定しない 

 

問１２ あなたは現在資格をお持ちですか。また、今後取りたい資格等は何ですか。 

次の中からそれぞれ３つ以内を選び下の□に番号を記入してください。 

１．簿 記     ２．ホームヘルパー     ３．教 員    ４．看護師 

５．調理師     ６．理・美容師          ７．パソコン   ８．外国語 

９．栄養士      10．介護福祉士          11．保育士     12．医療事務 
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13．自動車運転免許       14．その他（下欄に具体的に記入してください） 

15．特にない 

現在持っている資格等    

今後取りたい資格等    

 

問１３ 問７で「７．就業していない」と答えた方におたずねします。 

あなたには就職する希望がありますか。当てはまるものに○をつけてください。 

１．就職したい（→補問へ）    ２．就職は考えていない 

 

（補問） 

あなたが就業していない（就業できない）理由のうち、主なもの１つに○をつけてくだ 

さい。 

 １．他の家族の介護や世話のため       ２．自分が病気（病弱）で働けない      

３．求職中である                  ４．職業訓練を受けるなど、技術を修得中である 

５．収入面で条件の合う仕事がない     ６．時間について条件の合う仕事がない 

７．年齢制限のため適当な仕事がない    ８．仕事に必要な専門知識や資格がない 

９．その他（                      ） 

 

問１４ あなたが要望する就業支援策について、主なもの３つ以内に○をつけてください。 

１．技能訓練、職業訓練などの機会が増えること 

２．技能訓練受講などに経済的援助が受けられること 

３．就職相談が一カ所で受けられること 

４．就職のための支援策などの情報が得られること 

５．自分で事業を起こす場合に相談や援助を得られること 

６．その他（                        ） 

【家計の状況】 

問１５ あなたの令和５年の年間総収入及び年間就労収入について、それぞれ当てはまる 

ものを下欄の中から選択し、番号を記入してください。 

（※ 年間総収入には、全ての収入（生活保護法に基づく給付、社会保障給付金、就労

収入、別れた配偶者からの養育費、親からの仕送り、家賃、地代の収入等）を含め

てください。なお、同居の家族の収入は除いてください。） 

 番号（下の番号から選んでください） 

令和５年の年間（※）総収入  

令和５年の年間就労収入  

 

１． 50 万円未満 ７．300～350 万円未満 13．600～650 万円未満 

２． 50～100 万円未満 ８．350～400 万円未満 14．650～700 万円未満 

３．100～150 万円未満 ９．400～450 万円未満 15．700～750 万円未満 

４．150～200 万円未満 10．450～500 万円未満 16．750～800 万円未満 

５．200～250 万円未満 11．500～550 万円未満 17．800 万円以上 
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６．250～300 万円未満 12．550～600 万円未満  

問１６ あなたの債務について、おたずねします。現在、債務はありますか。 

１．ある（→補問へ）            ２．ない 

 

（補問） 

「１．ある」と答えた方について、債務の総額を記入してください。 

約                       円 

 

【公的福祉制度（福祉施策）】 

問１７ 問１４でおたずねした就業支援策以外で、あなたが要望する福祉制度について、  

主なもの２つ以内に○をつけてください。  

１．病気などの場合に家庭生活支援員を派遣する日常生活支援制度の充実  

２．各種相談事業の充実  

３．各種手当・年金・給付金などの充実  

４．貸付金制度の充実  

５．公営住宅の優先入居  

６．その他（                         ） 

 

問１８ 下記の公的福祉制度等の利用について、現状及び今後のそれぞれについて、当ては

まるものに○をつけてください。（一部事業を実施していない市町村があります。）  

 現  状 今 後 

利 用 し て 

い る 、 又 

は 利 用 し 

た こ と が 

ある 

利用したことがない 利 用 し た

い 

利 用 す る 

つ も り は 

ない 

知 ら な か

った 

知 っ て い 

る が 利 用 

し た こ と 

がない 

(ｱ)母子・父子自立

支援員 
1 2 3 ４ ５ 

(ｲ)民生・児童委員 1 2 3 ４ ５ 

(ｳ)女性相談支援

センター 
1 2 3 ４ ５ 

(ｴ)公共職業安定所

（ハローワーク） 
1 2 3 ４ ５ 

(ｵ）ひとり親家庭就業・

自立支援センター 
1 2 3 ４ ５ 

(ｶ)日常生活支援事業 

（家庭生活支援員の派遣） 
1 2 3 ４ ５ 

(ｷ)母子父子寡婦福祉資金貸付 

（修学資金、生活資金等） 
1 2 3 ４ ５ 

(ｸ)住宅整備資金貸付  1 2 3 ４ ５ 
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（参考） 

（オ）ひとり親家庭就業・自立支援センター：ひとり親家庭の子育てや生活相談、養育費等の法律相

談を行うほか、ひとり親家庭の就業に関する相談を行う事業 

（カ）日常生活支援事業:ひとり親家庭の親が就職活動や病気等で家事・育児に困ったとき、家庭生活 

支援員を派遣して、日常生活の世話や保育などを行う事業 

（キ）母子父子寡婦福祉資金貸付：母子家庭・父子家庭・寡婦の方の経済的自立と生活の安定、その子

どもの福祉を図るため、各種資金の貸付を行う事業 

（ク）住宅整備資金貸付：母子家庭・父子家庭・寡婦の方の住宅の補修や増改築に必要な整備資金の貸

付を行う事業 

 

問１９ 問１８の「現状」で「１．利用している、又は利用したことがある」又は「３．知 

っているが利用したことがない」と答えた方におたずねします。 

あなたは、どのようにして制度等を知りましたか。主なもの２つ以内に○をつけ 

てください。 

１．県の広報誌      ２．市町村の広報誌   ３．市町村・県機関等の窓口 

４．民生・児童委員    ５．友人・知人       

６．各種パンフレット・チラシ等       ７．新聞・テレビ等    

８．その他（              ） 

 

【生活上の問題、その他】 

問２０ あなたが現在困っていることについて、主なもの２つ以内に○をつけてください。 

１．生活費   ２．仕 事   ３．住 居   ４．家 事   ５．健 康 

６．相談相手  ７．その他（            ） 

８．特にない 

 

問２１ あなたが困った時の相談相手について、当てはまるもの１つに○をつけてくださ 

い。 

１．いる（→補問へ）   ２．欲しい   ３．いない   ４．必要がない 

 

（補問） 

「１．いる」と答えた方におたずねします。 

その相談相手について、主なもの２つ以内に○をつけてください。 

１．親 族   ２．友 人・知 人   ３．母子・父子自立支援員等 

４．民生・児童委員   ５．母子寡婦福祉団体   ６．公的機関（福祉事務所等） 

７．その他（                  ） 

 

問２２ 今後、どのような施策をして欲しいと思いますか。３つ以内に○をつけてください。 

１．職業訓練の場や働く機会の増加     ２．養育費の確保対策の充実 

３．児童扶養手当制度の充実        ４．公営住宅の優先入居 
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５．家庭生活支援員派遣制度の充実 

６．夜間・休日・病児、病後児保育の充実 

７．放課後児童クラブ（学童保育）の充実 

８．仕事のための技能、資格、免許を取得するための講習会の充実 

９．生活上の不安や悩みの相談窓口の充実 

10．医療費制度の充実      11．母子父子寡婦福祉資金貸付制度の充実 

12．公的機関による連携・支援ネットワークの構築 

13．その他（具体的に                  ） 

 

問２３ 寡婦福祉に関して、意見や要望等がありましたら、自由に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆ これで質問は終わりです。御協力ありがとうございました。 ◆◆◆ 
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